
ご
あ
い
さ
つ

　

実
践
女
子
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
を
記
念
す
る
展
覧
会
と
し
て
、「
華
麗
な
る
江
戸
の
女
性
画
家
た
ち
」
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
本
展
で
は
、
香
雪
記
念
資
料
館
が
所
蔵
す
る
作
品
に
加
え
て
、
特
別
に
数
点
の
傑
作
を
お
借
り

し
て
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
女
性
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

描
く
女
性
の
身
分
は
、
内
親
王
か
ら
市
井
の
女
性
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
職
業
的
な
活
動
ば
か
り
で
な

く
、
趣
味
と
し
て
あ
る
い
は
教
養
と
し
て
絵
を
嗜
ん
だ
人
た
ち
も
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
女
性
が
描
く
こ
と
に

は
、
何
が
し
か
の
制
約
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
品
格
を
た
た
え
た
画
面
か
ら
は
、
男
性
社
会

の
中
で
自
分
の
生
き
方
を
通
し
た
彼
女
た
ち
の
し
な
や
か
さ
と
、
静
か
な
し
た
た
か
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で

す
。
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
馴
染
み
の
な
い
名
前
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
機
に
江
戸
時
代
に
も
絵
を
楽
し
ん
だ
女
性
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
を
、
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
戴
け
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 実

践
女
子
学
園
創
立
一
二
○
周
年
記
念
特
別
展

会
期
：
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
一
八
日
（
土
）−

六
月
二
一
日
（
日
）

会
場
：
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館

主
催
：
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館

協
力
：
山
種
美
術
館

 2 
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例

・
本
書
は
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
一
八
日
（
土
）
か
ら
六
月
二
一
日
（
日
）
ま
で
、
実
践
女
子
学
園

香
雪
記
念
資
料
館
に
お
い
て
開
催
し
た
「
実
践
女
子
学
園
創
立
一
二
○
周
年
記
念
特
別
展　

華
麗
な
る
江
戸
の

女
性
画
家
た
ち
」
の
図
録
を
元
に
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
希
望
者
配
布
の
た
め
、
特
に
作
品
画
像
に
関
し

て
当
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
は
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
付
で
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
と
改
称

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
作
品
の
所
蔵
先
が
当
館
で
あ
る
場
合
、
現
行
の
館
名
を
表
記
し
て
い
る
。

・
作
品
番
号
は
、
展
覧
会
場
で
の
展
示
番
号
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
都
合
に
よ
り
、
展
示
し
た
作
品
の
一
部
は
掲

載
し
て
い
な
い
た
め
、
番
号
に
抜
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

・
図
版
は
、
出
品
番
号
、
作
品
名
、
作
家
名
、
制
作
年
、
所
蔵
の
順
で
記
し
た
。

・
作
品
解
説
は
原
則
と
し
て
、
作
品
番
号
、
作
品
名
、
作
家
名
、
形
質
、
員
数
、
制
作
年
、
所
蔵
、
款
記
、
印
章
、

解
説
の
順
で
記
し
た
。

・
作
家
名
の
表
記
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
女
性
画
家
の
場
合
、
江
戸
時
代
の
通
例
に
な
ら
い
生
家
の
苗
字
を

用
い
た
が
、
明
治
以
降
の
美
術
史
研
究
で
夫
の
苗
字
に
変
え
ら
れ
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
女
性
の
場
合
に
限
り
、

夫
の
苗
字
を
（　

）
内
に
記
し
た
。
な
お
、
年
齢
は
数
え
年
と
し
た
。

・
作
品
解
説
・
作
家
解
説
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
、
分
担
は
各
解
説
の
末
に
表
記
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　

三
戸
信
惠
（
山
種
美
術
館　

特
別
研
究
員
）

　
　

宮
崎
法
子
（
実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科　

教
授
）

　
　

児
島　

薫
（
実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科　

教
授
）

　
　

仲
町
啓
子
（
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館　

館
長
・
実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科　

教
授
）

　
　

山
盛
弥
生
（
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館　

研
究
員
）

　
　

太
田
佳
鈴
（
元
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館　

学
芸
員
、
現
群
馬
県
立
近
代
美
術
館　

学
芸
員
）

・
掲
載
の
作
品
写
真
の
撮
影
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
敬
称
略
）

　
　

鈴
木
昭
夫

　
　

野
久
保
雅
嗣
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所　

技
術
専
門
職
員
）
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華
麗
な
る
江
戸
時
代
の
女
性
画
家

仲
町　

啓
子

　

江
戸
時
代
に
も
多
彩
な
女
性
画
家
た
ち
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。
今
日
そ
の
こ

と
を
知
る
人
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
男
性
社
会
の
中
で
、

実
は
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
が
た
く
ま
し
く
も
、
し
な
や
か
に
描
い
て
い
た
。

し
か
も
、
女
性
た
ち
は
、
た
だ
ひ
と
り
机
に
向
か
っ
て
絵
筆
を
執
っ
た
の
で
は

な
い
。
彼
女
た
ち
は
、
常
に
社
会
と
関
わ
り
つ
つ
生
き
て
い
た
。
現
在
、
女
性

が
絵
を
描
く
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
今
日
想
像
す

る
以
上
に
困
難
な
状
況
が
あ
り
、
周
囲
と
何
ら
か
の
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら

描
い
て
ゆ
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
描
く
こ
と
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
単
に
趣
味
に
耽
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
友

人
た
ち
と
の
社
交
の
手
段
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
時
に
は
社
会
が
女
性
画

家
に
期
待
す
る
も
の
に
応
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は

も
っ
と
難
し
く
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
自
己
実
現
の
手
段
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
女
性
た
ち
が
描
い
た
目
的
や
彼
女
た
ち
の
社
会
的
あ
り
方
は
、
二
百
年

以
上
も
続
い
た
江
戸
時
代
の
間
に
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し

た
変
化
に
つ
い
て
、
一
七
、
一
八
、
一
九
世
紀
に
大
き
く
分
け
て
、
そ
の
間
の

違
い
を
考
え
て
み
た
い
。

一
七
世
紀
の
女
性
画
家 -

 

和
の
伝
統
文
化
の
継
承
者
と
し
て -

　

江
戸
時
代
に
多
数
出
版
さ
れ
た
女
子
教
育
の
教
科
書
、
い
わ
ゆ
る
「
女
子
用

往
来
」
の
中
で
、
平
安
期
の
公
家
女
性
は
ひ
と
つ
の
理
想
像
で
あ
り
、
古
典
的

な
和
歌
や
物
語
は
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
般
女
性
に
ま

で
浸
透
し
て
い
っ
た
そ
の
価
値
観
を
リ
ー
ド
し
た
の
が
武
家
社
会
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
上
層
武
家
の
姫
君
の
婚
礼
調
度
（
屏
風
、
蒔
絵
の
化
粧
箱
な
ど
）
と
し

て
、
古
典
文
学
に
ゆ
か
り
の
図
柄
が
好
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
そ

れ
ら
こ
そ
女
性
の
教
養
の
高
さ
、
家
の
富
裕
さ
、
格
式
あ
る
家
柄
の
生
ま
れ
で

あ
る
こ
と
を
示
す
、
い
わ
ば
保
証
書
と
し
て
機
能
し
た
。

　

漢
文
・
漢
詩
な
ど
の
中
国
の
学
問
・
文
学
が
〈
男
性
〉
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る

べ
き
分
野
だ
と
す
る
と
、
才
媛
の
誉
れ
高
い
女
房
た
ち
が
生
み
出
し
た
〈
和
〉

の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
は
〈
女
性
〉
で
あ
っ

た
。
一
七
世
紀
を
代
表
す
る
女
性
画
家
・
小
野
通
女
と
清
原
雪
信
は
、〈
女

性
〉
に
割
り
当
て
ら
れ
た
〈
和
〉
の
継
承
と
い
う
役
割
を
自
覚
し
つ
つ
、
そ
れ

を
創
作
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
家
と
し
て
の
活
動
を
確
か
な
も
の
と
し

た
。

　

小
野
通
女
（1567/8 -1631

）　

通
女
は
、
美
濃
の
武
士
・
小
野
正
秀
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
京
に
出
て
九
条
稙た

ね
み
ち通

（1507 -94

）
に
和
歌
な
ど
の
教
え
を

受
け
、
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
な
ど
に
仕
え
つ
つ
、
自
画
讃
の
水
墨
人
物
画
の

ほ
か
、
秀
吉
や
家
康
等
の
肖
像
画
も
描
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の

は
、
水
墨
人
物
画
な
ど
に
は
、
通
女
自
ら
の
筆
で
歌
の
散
ら
し
書
き
が
添
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
《
布
袋
図
》
（
米
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
）
で
は
、「
心
な
き　

ち
こ
を
み
る
め
の　

と
も
と
し
て　

う
き
世
を
し

ら
ぬ　

も
の
そ
や
す
け
れ
」
と
い
う
歌
の
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代

な
ら
漢
詩
が
加
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
通
女
画
で
は
歌
が
、
し
か
も
た
お
や

か
な
仮
名
交
じ
り
の
書
で
記
さ
れ
、
禅
林
風
の
脱
世
を
語
り
つ
つ
も
、
い
っ
ぽ

う
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
母
性
的
な
雰
囲
気
も
醸
し
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
美

麗
な
仮
名
書
き
の
書
風
は
、
平
安
時
代
以
来
公
家
た
ち
が
育
ん
で
き
た
文
化
で

あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
前
期

に
は
〈
女
筆
〉
の
手
本
（
挿

図
１
）
と
し
て
も
尊
ば
れ
、

出
版
物
も
出
た
。
そ
の
女
筆

の
代
表
的
な
書
家
の
ひ
と
り

こ
そ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
通
女
で

あ
っ
た
。

　
清
原
雪
信
（1643 -

82

）

　

彼
女
が
一
七
世
紀
に
専
門
絵
師
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
は
、
画
期
的
な
出
来

事
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
こ
そ
、
彼
女
が
江
戸
初
期
の
狩
野
派

の
第
一
人
者
狩
野
探
幽
（1602 -74

）
の
姪
孫
で
あ
る
と
い
う
血
縁
関
係
を
生

か
し
つ
つ
、
探
幽
が
創
出
し
た
い
わ
ゆ
る
〈
新
大
和
絵
〉
を
実
践
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
探
幽
は
そ
れ
ま
で
の
狩
野
派
に
は
な
い
抑
揚
を
押

さ
え
た
細
い
筆
線
と
穏
や
か
な
色
感
で
、
大
和
絵 i
に
新
分
野
を
開
い
た
。
探

幽
の
血
を
引
く
〈
女
性
〉
で
あ
る
雪
信
は
、
そ
の
よ
う
な
〈
和
〉
の
伝
統
的
な

絵
画
で
あ
る
大
和
絵
の
実
践
者
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
役
回
り
を
演
じ

た
の
で
あ
る
。《
紫
式
部
図
》
（
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵
、
以
下

「
館
蔵
」
と
略
す
、
図
版
７
）
は
も
と
よ
り
、《
菊
慈
童
図
》
（
館
蔵
、
図
版

６
）
の
中
性
的
と
も
言
え
る
柔
和
な
表
情
や
優
し
い
た
た
ず
ま
い
に
は
、
女
性

画
家
に
対
す
る
期
待
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
た
雪
信
の
作
画
姿
勢
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

雪
信
が
描
い
た
、
古
典
的
な
人
物
画
、
物
語
絵
、
草
花
絵
、
仏
画
等
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
、
一
七
世
紀
の
画
史
類
に
記
載
さ
れ
た
女
性
の
描
い
た
画
題
と

ほ
ぼ
符
合
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
女
性
の
画
家
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
、
当
時

認
識
さ
れ
て
い
た
画
題
で
あ
っ
た
。
今
回
初
公
開
と
な
る
《
四
季
花
鳥
図
屏

風
》
（
個
人
蔵
、図
９
）
は
、
金
箔
や
色
鮮
や
か
な
彩
色
を
用
い
な
が
ら
、
謹
直

な
筆
致
で
描
か
れ
た
格
式
を
備
え
た
大
作
で
あ
る
。
何
ら
か
の
慶
事
に
当
た
っ

て
の
注
文
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
同
時
に
そ
の
中
屏
風
に
匹
敵
す
る
や

や
小
ぶ
り
の
サ
イ
ズ
は
、
男
性
ら
の
表
向
き
の
儀
式
空
間
に
使
わ
れ
た
も
の
と

は
や
や
異
質
な
サ
イ
ズ
で
、
女
性
た
ち
の
空
間
を
飾
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
彼
女
の
活
動
に
は
〈
女
性
画
家
〉
と
い
う
〈
属
性
〉
が
常
に
つ
い
て

回
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼
（1634 -1727

）
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
め
の
後

陽
成
天
皇
以
下
の
四
天
皇
の
時
代
（1571 -

1732

）、
皇
女
の
七
割
が
尼
寺
に

入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
尼
門
跡
の
な
か
で
特
に
絵
画
制
作
に
も

優
れ
た
逸
材
に
、
後
水
尾
天
皇
の
皇
女
、
緋
宮
光
子
内
親
王
、
の
ち
の
林
丘
寺

門
跡
照
山
元
瑤
尼
（
俗
に
林
丘
寺
宮
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
そ
の
姉
・
円
照
寺
門

跡
大
通
文
智
尼
（1619 -97

）
が
い
る
。
特
に
元
瑤
尼
が
制
作
し
た
、
堂
々
と

し
た
偈
が
添
え
ら
れ
た
《
自
画
像
》
（
京
都
・
泉
涌
寺
蔵
）、
大
幅
の
《
白
衣

観
音
図
》
（
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
図
１
）、
新
来
の
画
題
に
取
り

組
ん
だ
《
関
帝
図
》
（
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
、
図
２
）
な
ど
の
佳
作

か
ら
は
、
世
間
的
な
束
縛
か
ら
自
由
な
立
場
を
利
用
し
て
、
彼
女
が
好
き
な
絵

画
や
書
の
才
能
を
存
分
に
伸
ば
し
た
よ
う
す
が
窺
わ
れ
る
。
高
貴
な
女
性
の
絵

画
制
作
に
は
、
多
く
の
場
合
、
一
般
の
女
性
た
ち
と
は
別
の
文
脈
が
あ
っ
た
。

　
一
八
世
紀
の
女
性
画
家 -

 

南
画
家
の
妻
・
妹
と
し
て -

　

一
八
世
紀
は
、
江
戸
時
代
特
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
絵
画
が
誕
生
し
た
時
代
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
絵
画
様
式
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
新
た
な
価
値
観
の

挿図１ 長谷川妙躰『難波津女筆』
（実践女子大学図書館蔵）より

 

i 

平
安
時
代
前
期
に
生
み
出
さ
れ
た
、
日
本
的
な
画
題
を
描
い
た
絵
画
。
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創
出
で
も
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
時
期
以
降
、
急
に
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
日
本

社
会
の
中
に
浸
透
し
て
ゆ
く
中
国
の
文
人
文
化
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
は
絵
画

の
み
な
ら
ず
、
文
化
や
生
活
様
式
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

一
八
世
紀
半
ば
の
京
都
で
、
そ
う
し
た
動
き
の
先
駆
け
と
し
て
、
中
国
の
文
人

画
風
を
憧
憬
し
つ
つ
〈
南
画
〉ii
を
大
成
し
た
の
が
池
大
雅
（1723 -76

）
で
あ

る
。
当
時
の
京
都
在
住
者
の
人
名
録
で
あ
る
『
平
安
人
物
志
』
の
明
和
五
年

（1768

）
版
の
「
画
家
」
の
項
に
、
唯
一
登
場
す
る
女
性
こ
そ
、「
池
無
名
妻
」

つ
ま
り
池
大
雅
の
妻
で
あ
る
徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727/8 -84

）
で
あ
っ
た
。

　

畸
人
の
登
場　

大
雅
・
玉
瀾
の
夫
婦
は
、
共
に
一
八
世
紀
末
に
出
さ
れ
た
、

伴
蒿
蹊
（1733 -1806

）
の
『
近
世
畸
人
伝
』（
寛
政
二
年
〈1790

〉
刊
）
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。〈
畸
人
〉
と
は
、『
荘
子
』

を
出
典
と
し
、
一
見
〈
奇
〉
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
人
と
し
て

の
あ
り
方
の
真
実
を
見
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
一
八
世
紀
人
が
新
し
く
発
見
し

た
〈
理
想
と
す
る
人
間
像
〉
と
も
言
え
る
。
こ
の
時
期
に
新
た
に
登
場
し
た
市

井
の
知
識
人
た
ち
の
中
に
は
、
大
雅
が
典
型
的
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
旧

来
の
価
値
観
に
は
縛
ら
れ
ず
に
、
己
の
信
じ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と

を
良
し
と
す
る
人
生
観
の
持
ち
主
が
い
た
。
大
雅
や
玉
瀾
の
〈
畸
人
精
神
〉
こ

そ
、
今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
女
性
画
家
へ
と
玉
瀾
を
導
い
た
原
動
力
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
彼
女
の
存
在
は
、
後
の
南
画
系
女
性
画
家
の
輩
出
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

　

徳
山
（
池
）
玉
瀾　

本
展
覧
会
に
は
《
漁
楽
図
》
（
館
蔵
、
図
版
14
）・
《
風

竹
図
扇
面
》
（
館
蔵
、
図
版
13
）
の
ほ
か
、
大
作
の
《
雪
裏
紅
梅
図
》
（
個
人

蔵
、
図
版
12
）
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
大
雅
譲
り
の
清
新
で
磊
落
な
作
風
を
披

露
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
あ
ま
り
広
く
は
な
い
が
、
大
雅
風
の
南
画
を
継
承
し

た
。
大
和
郡
山
藩
家
老
で
あ
っ
た
柳
沢
淇
園
（1703 -58

）
は
、《
籃
中
挟
蘭

図
》
（
個
人
蔵
）
の
落
款
で
、
同
作
を
玉
瀾
の
ア
ト
リ
エ
・
海
棠
巣
で
制
作
し

た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
上
層
の
武
家
と
町
の
一
女
性
と
の
交
遊
と
い
う
希
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
玉
瀾
が
見
識
の
高
い
聡
明
な
人
で
、〈
単
な
る
〉
大
雅

の
伴
侶
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

な
お
、
玉
瀾
の
祖
母
の
梶
女
と
母
の
百
合
女
（1694 -1764

）
は
、
と
も
に

歌
人
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
玉
瀾
（
町
女
）
も
ま
た
歌
を
詠
ん
だ
。
玉
瀾
（
町

女
）
は
い
っ
ぽ
う
で
、
江
戸
時
代
の
女
性
が
身
に
付
け
る
べ
き
と
さ
れ
た
和
風

の
文
化
（
歌
と
そ
の
散
ら
し
書
き
）
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
点
に
、
彼
女
の
過
渡

期
的
な
性
格
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
和
歌
を
添
え
ら
れ
た
玉
瀾

画
は
、
文
人
好
み
の
墨
竹
図
や
墨
梅
図
で
あ
り
、
そ
こ
に
前
代
の
小
野
通
女
と

の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
伝
統
的
な
女
性
が
身
に
付
け
る
べ
き
徳
目
を
修
得

し
つ
つ
も
、
大
雅
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
新
し
い
文
人
文
化
の
世
界
に
踏
み

行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
玉
瀾
が
成
し
遂
げ
た
新
展
開
が
あ
っ
た
。
玉
瀾
に
と
っ
て

描
く
こ
と
は
、
大
雅
と
新
来
の
文
化
的
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

奥
田
（
大
島
）
来
禽
（
生
没
年
不
詳
）　

来
禽
は
、
大
雅
の
友
人
・
高
芙
蓉

（1722 -84

）
の
妻
で
あ
る
。《
山
水
図
》
（
館
蔵
、
図
版
15
）
な
ど
の
南
画
風

作
品
を
描
い
た
よ
う
だ
が
、
画
家
と
し
て
の
活
動
は
さ
ほ
ど
本
格
的
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。
町
家
の
出
身
で
あ
っ
た
来
禽
が
〈
南
画
〉
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
玉
瀾
の
場
合
と
同
様
に
、
夫
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
。
高
芙
蓉
自
身
、
漢
学
や
唐
風
の
書
法
を
ほ
と
ん
ど
独
学
の
よ
う
に
し
て
学

ん
だ
、
大
雅
ば
り
の
市
井
の
知
識
人
で
あ
っ
た
点
で
も
、
二
組
の
夫
婦
は
よ
く

似
て
い
る
。

　

林
（
谷
）
幹
々
（1769 -99

）・
谷
舜
英
（1772 -1832

）い
っ
ぽ
う
、
江
戸

 

ii 

中
国
の
文
人
画
風
を
目
指
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
に
生
み
出
さ
れ
た
絵
画
。

で
新
し
い
中
国
画
等
を
学
び
つ
つ
一
家
を
な
し
た
谷
文
晁
（1763 -1840

）
周

辺
に
は
、
妻
・
幹
々
と
妹
の
舜
英
が
い
る
。
林
氏
を
名
乗
る
幹
々
の
伝
記
の
詳

細
は
不
明
だ
が
、《
雪
景
楊
柳
図
》
（
館
蔵
、
図
22
）
の
よ
う
な
佳
作
を
残
し
て

い
る
。
舜
英
は
田
安
家
に
仕
え
た
儒
者
で
あ
る
父
・
谷
麓
谷
（1729 -1809

）

の
薫
陶
の
も
と
に
育
ち
、
早
く
よ
り
、
男
性
文
人
並
み
の
琴
や
詩
を
披
露
す

る
才
媛
で
あ
っ
た
。
夫
・
中
田
粲
堂
（1771 -1832

）
の
賛
を
伴
っ
た
《
山
水

図
》
（
館
蔵
、
図
版
23
）
な
ど
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
今
日
確
認
で
き
る
作
品

数
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
女
こ
そ
こ
の
後
多
く
出
て
く
る
、
儒
家

の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
女
性
画
家
の
先
駆
け
で
あ
る
。

　

女
浮
世
絵
師　

そ
の
早
い
例
は
、
山
崎
龍
女
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
同

時
代
人
の
菊
岡
沾
凉
（1680 -1747

）
は
、
六
、
七
歳
の
こ
ろ
か
ら
天
性
の
才

能
で
「
う
き
世
絵
」
を
熱
心
に
描
き
、
特
に
師
匠
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、
能
筆

家
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
事
実
、
彼
女
の
作
品
に
は
散
ら
し
書

き
の
自
賛
が
伴
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。〈
女
筆
〉
が
い
ま
だ
尊
ば
れ
て
い
た
時

代
、
彼
女
が
書
い
た
〈
散
ら
し
書
き
の
賛
〉
は
女
浮
世
絵
師
な
ら
で
は
の
ひ

と
つ
の
売
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
に
遅
れ
る
こ
と
約
半
世
紀
、
一
八

世
紀
の
後
半
に
月
岡
雪
鼎
（1710 -86

）
風
の
美
人
図
を
描
い
た
稲
垣
つ
る
女

（
生
没
年
不
詳
）
の
作
品
で
は
、
歌
の
賛
が
画
上
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
に
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
女
性
が
し
た
た
め
る
べ
き
書
に
対
す
る
意
識

の
変
化
が
垣
間
見
え
る
。

一
九
世
紀
の
女
性
画
家 -

 

自
立
と
多
様 -

　
「
女
大
学
」
と
女
性
の
社
会
進
出　

江
戸
時
代
の
女
性
史
に
影
響
力
を
持
っ

た
「
女
大
学
」
を
含
む
『
女
大
学
宝
箱
』
が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
享
保

元
年
（1716

）
で
あ
る
。「
女
大
学
」
は
、
江
戸
期
の
女
性
の
地
位
の
低
下
を

招
い
た
元
凶
と
し
て
悪
評
を
受
け
て
き
た
が
、
近
年
で
は
果
た
し
た
役
割
を
総

合
的
に
見
極
め
よ
う
と
す
る
研
究
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
書
で
は
、
相
変
わ

ら
ず
女
性
が
平
安
期
の
文
芸
を
身
に
付
け
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
い
っ
ぽ
う

で
、
実
生
活
に
役
立
つ
知
識
や
多
様
な
職
種
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
、
女

性
が
社
会
の
な
か
で
生
き
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
日
本
近
世
社
会
に
お
け
る

儒
教
は
、
中
世
的
仏
教
的
世
界
観
か
ら
女
性
を
解
放
し
、
女
性
が
知
識
を
身
に

付
け
、
社
会
へ
目
を
向
け
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
儒
学
者
や

漢
学
者
の
家
か
ら
、
描
く
女
性
が
多
く
輩
出
さ
れ
る
一
因
は
、
こ
う
し
た
儒
教

が
持
つ
社
会
性
に
も
一
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

女
筆
の
後
退　

さ
ら
に
、
漢
字
を
多
用
し
た
「
女
大
学
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト

が
、
女
性
に
漢
字
学
習
の
機
会
を
提
供
し
た
点
も
重
要
で
あ
っ
た
。〈
女
筆
〉

の
手
本
の
出
版
は
、
享
保
期
（1716 -35

）
あ
た
り
を
ピ
ー
ク
に
、
一
七
六
〇

年
代
以
降
は
急
激
に
下
火
と
な
り
、
代
わ
っ
て
漢
字
を
多
用
し
た
文
章
が
手
習

い
用
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
性
固
有
の
〈
書
〉
の
役
割
が
終
焉
を
迎

え
る
こ
と
は
、
当
然
〈
女
性
画
家
に
期
待
さ
れ
る
も
の
〉
に
も
影
を
落
と
し
て

く
る
。

　

南
画
系
女
性
画
家
の
輩
出
と
社
会
・
経
済
の
発
展　

一
九
世
紀
に
活
躍
す
る

女
性
画
家
の
多
く
は
、
南
画
家
系
の
人
た
ち
で
あ
る
。
相
変
わ
ら
ず
家
庭
環
境

に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
前
世
紀
の
場
合
ほ
ど
、

夫
、
父
、
あ
る
い
は
兄
な
ど
に
依
存
せ
ず
に
制
作
活
動
を
行
う
女
性
が
増
え
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
作
品
の
上
に
特
に
女
性
的
な
も
の
の
痕
跡
を

残
さ
ず
、
男
性
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
制
作
を
披
露
す
る
場
合
が
大
半
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、〈
仮
名
の
散

ら
し
書
き
の
歌
〉
に
替
わ
っ
て
、
漢
詩
や
漢
文
が
女
性
自
身
の
手
に
よ
っ
て
加

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
こ
に
価
値
観
の
大
き
な
変
化
が
窺
え
る
。
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江
戸
時
代
末
の
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
の
三
都
ば

か
り
で
な
く
、
ま
た
儒
学
者
・
漢
学
者
ば
か
り
で
な
く
、
富
裕
な
商
工
業
者
や

富
農
層
な
ど
に
ま
で
知
識
人
階
層
が
広
が
り
、
い
わ
ゆ
る
文
人
的
な
生
活
様
式

や
そ
れ
と
関
連
し
た
文
化
活
動
に
多
く
の
人
が
興
味
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
そ

う
し
た
文
化
的
社
会
的
成
熟
が
絵
を
描
く
女
性
た
ち
の
拡
大
に
も
大
い
に
寄
与

し
た
。
女
性
画
家
に
も
、
防
府
（
山
口
県
）
の
大
庄
屋
の
娘
で
あ
っ
た
上
田
琴

風
（1788 -1843

）
の
よ
う
な
地
方
の
素
封
家
の
出
身
者
も
増
え
て
く
る
。
そ

う
し
た
素
封
家
は
男
性
漢
学
者
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
の
で
、
娘
の
教
育･

指
導
を
男
性
の
漢
学
者
た
ち
に
託
す
こ
と
も
あ
り
、
女
性
が
教
育
を
受
け
る
機

会
は
家
庭
内
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
な
く
し
だ
い
に
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な

る
。
学
芸
を
修
め
家
庭
か
ら
外
の
社
会
へ
と
目
を
向
け
た
女
性
た
ち
の
数
が
増

加
し
た
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
日
本
の
社
会
・
経
済
の
発
展
が
も
た
ら

し
た
文
化
的
〈
豊
か
さ
〉
が
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
中
国
の
文
人
文
化
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
日
本
が
中
国
社
会
と
は
別

の
社
会
構
造
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
、
女
性
画
家
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
文

人
・
士
大
夫
に
よ
っ
て
強
固
な
エ
リ
ー
ト
社
会
が
形
成
さ
れ
、
女
性
は
そ
の
周

縁
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
中
国
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
特
に
西
日
本
で
は
、
武

士
の
身
分
を
離
れ
た
人
や
町
家
の
人
々
が
南
画
の
主
な
担
い
手
で
あ
っ
た
た

め
、
社
会
的･

身
分
的
上
下
関
係
と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
学
芸
の
世
界
が
形

成
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
は
女
性
も
ひ
と
り
の
詩
人
あ
る
い
は
画

家
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
が
許
さ
れ
易
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

江
馬
細
香
（1787 -

1861

）
女
性
南
画
家
の
な
か
で
、
自
ら
詩
も
作
り
、

本
格
的
な
画
作
を
展
開
し
た
筆
頭
格
は
江
馬
細
香
で
あ
る
。
大
垣
藩
医
、
江

馬
蘭
斎
（1747 -1838

）
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
し
ば
し
ば
京
都

を
訪
れ
て
頼
山
陽
（1781 -1832

）
ら
の
教
え
を
乞
う
と
と
も
に
、
各
地
を
旅

し
て
、
梁
川
星
巌
（1789 -1858

）・
紅
蘭
（1804 -79

）
夫
妻
・
浦
上
春
琴

（1779 -1846

）
な
ど
多
く
の
人
々
と
交
遊
し
た
。
そ
う
し
た
交
遊
関
係
の
一

端
は
《
四
君
子
巻
》
（
館
蔵
、
図
20
）
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
四
二
歳
の
時

の
《
蘭
図
》
（
館
蔵
、
図
25
）
も
清
新
な
魅
力
に
富
む
が
、
特
に
七
〇
歳
代
に

な
る
と
書
画
と
も
に
独
自
の
世
界
を
確
立
し
て
ゆ
く
。《
養
老
瀑
布
図
》
（
岐

阜
県
博
物
館
蔵
、
図
18
）
と
《
雪
中
生
筍
図
》
（
岐
阜
県
博
物
館
蔵
、
図
19
）

は
、
そ
う
し
た
晩
年
の
傑
作
で
あ
る
。
山
水
画
に
は
自
ら
の
漢
詩
を
賛
と
し
て

加
え
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
、
立
派
な
一
幅
の
〈
南
画
〉
を
生
み
出
し
た

の
は
見
事
で
あ
る
。

　
平
田
玉
蘊
（1787 -

1855

）《
名
流
婦
人
寄
書
画
巻
》
（
岐
阜
県
歴
史
資
料

館
寄
託
）
は
、
細
香
が
自
ら
集
め
た
女
性
画
家
た
ち
の
作
品
集
と
も
呼
ぶ
べ
き

興
味
深
い
一
巻
で
あ
る
。
巻
頭
を
飾
る
の
は
文
政
八
年
（1825

）
の
年
記
の
あ

る
平
田
玉
蘊
の
《
蘭
石
図
》
で
あ
る
。
文
政
八
年
は
細
香･

玉
蘊
と
も
に
三
九

歳
に
あ
た
る
。
二
人
は
、
同
年
で
か
つ
同
じ
頼
山
陽
門
下
で
、
公
私
と
も
に
競

い
合
う
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
、
互
い
の
存
在
を
深
く
尊
重
し
合
う
間
柄
で
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
南
画
家
で
あ
り
、
か
つ
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
細
香

に
比
べ
て
、
尾
道
の
富
裕
な
木
綿
問
屋
に
生
ま
れ
た
玉
蘊
は
、
南
画
風
ば
か
り

で
な
く
、
円
山
四
条
派
等
も
含
め
て
広
い
画
技
を
修
め
、《
美
人
図
》
（
館
蔵
、

図
4
）
な
ど
も
描
い
て
、
職
業
画
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
ら
し
い
。

　
林
珮
芳
（1799 -

1879

）・
張
（
梁
川
）
紅
蘭
ほ
か　

次
に
《
名
流
婦
人
寄

書
画
巻
》
に
登
場
す
る
の
は
、
伊
勢
の
林
珮
芳
の
《
蘭
図
》
で
あ
る
。
細
香
は

天
保
一
一
年
（1840

）
伊
勢
を
訪
問
し
た
際
に
珮
芳
と
も
親
し
く
会
っ
て
い
る

の
で
、
画
風
や
落
款
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
時
の
揮
毫
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
な
お
、
珮
芳
は
こ
の
後
、
中
国
・
清
代
の
絵
画
を
踏
襲
し
た
本
格
的
な

《
山
水
図
巻
》
（
館
蔵
、
図
21
）
な
ど
も
生
み
出
し
て
い
る
。
細
香
が
珮
芳
を

二
番
目
に
位
置
付
け
た
の
は
、
そ
の
画
技
を
高
く
評
価
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
三
番
目
は
張
（
梁
川
）
紅
蘭
の
《
蘭
石
図
》
で
あ
る
。
彼
女
は
、
夫
・
星

巌
と
と
も
に
各
地
を
旅
し
つ
つ
漢
学
者
等
と
交
流
し
た
り
、
夫
の
死
後
に
は
安

政
の
大
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
た
り
、
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
送
っ
て
い
る
。《
秋

卉
舞
蝶
図
》
（
館
蔵
、
図
17
）
に
は
、
夫
・
星
巌
の
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
画
巻
に
は
、
鈴
木
棲
鳳
（
生
没
年
不
詳
）
や
吉
田
袖
蘭
（1797 -

1866

）
等
の
女
性
画
家
の
外
に
も
、
横
井
金
谷
（1761 -1832

）
の
妻
・
不
染

（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
、
有
名
な
画
家
や
漢
学
者
の
妻
も
含
ま
れ
、
合
計
二
三

名
も
の
女
性
た
ち
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
化
五
年
（1808

）
細
香

二
二
歳
の
頃
よ
り
、
二
〇
年
以
上
も
の
歳
月
を
か
け
て
徐
々
に
集
め
た
も
の
で
、

中
に
は
、
浦
上
春
琴
の
妻
・
多
喜
（
生
没
年
不
詳
）
、
吉
田
袖
蘭
、
頼
山
陽
の

妻
・
梨
影
（
生
没
年
不
詳
）
、
岡
田
半
江
（1781 -1846

）
の
妻
・
糸
桐
（
生
没

年
不
詳
）
の
四
人
の
《
蘭
図
》
の
よ
う
に
、
一
紙
に
ま
る
で
連
作
の
よ
う
に
描

か
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
京
都
で
の
一
日
、
男
性
文
人
た
ち
の
よ
う
な

〈
女
性
ば
か
り
で
の
雅
会
〉
を
催
し
た
時
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

関
西
圏
以
外 

― 

亀
井
少
琹
（1798 -

1857

）・
立
原
春
沙
（1818 -

58

）

右
記
の
画
巻
に
含
ま
れ
な
い
遠
隔
地
の
女
性
と
し
て
は
、
福
岡
の
亀
井
南
冥

（1743 -1814

）
の
孫
・
亀
井
少
琹
や
、
水
戸
の
儒
者
・
立
原
杏
所
（1785 -

1840

）
の
娘･

春
沙
（1818 -58

）
な
ど
が
い
る
。
少
琹
が
描
い
た
個
性
的
な

《
墨
竹
図
》
（
館
蔵
、
図
16
）
に
は
、
漢
学
の
素
養
を
窺
わ
せ
る
自
賛
と
夫
・

雷
首
（1789 -1852

）
の
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
春
沙
は
江
戸
に
出
て
前
田

家
に
嫁
し
た
徳
川
家
斉
の
娘
（
溶
姫
、
後
述
）
に
仕
え
た
と
も
言
わ
れ
、
中
国

･

清
の
惲
寿
平
（1638 -90

）
風
の
《
花
鳥
図
》
扇
面
（
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料

館
）
な
ど
を
残
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
い
ず
れ
も
夫
や
父
の
傘
下
に
あ
っ
た

場
合
で
も
、
独
自
の
人
生
を
見
つ
め
つ
つ
画
境
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
点
に
、

一
八
世
紀
と
は
異
な
っ
た
女
性
画
家
の
あ
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

女
性
画
家
と
男
性
文
人　

男
性
の
中
に
も
、
学
問･
学
芸
を
身
に
付
け
た
女

性
を
評
価
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
田
能
村
竹
田
（1777 -1835

）
が
天
保
四

年
（1833

）
に
著
し
た
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
に
は
、
平
田
玉
蘊
や
吉
田
袖
蘭

ほ
か
、
全
部
で
八
人
も
の
女
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
竹
田
が
特
に
徳
山

（
池
）
玉
瀾
に
次
ぐ
高
い
評
価
を
与
え
た
女
性
画
家
は
香
川
氷
仙
（1815
年

没
）
で
あ
る
。
彼
女
は
《
唐
美
人
図
》
（
館
蔵
、
図
版
８
）
の
よ
う
な
、
白
描

風
の
中
国
風
俗
の
美
人
図
を
得
意
と
し
た
ら
し
い
。
『
雨
月
物
語
』
な
ど
の
作

者
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
秋
成
（1734 -1809

）
も
、
彼
女
の
絵
を
所
持
し
て

い
た
。

　

漢
学
者
の
頼
山
陽
や
菅
茶
山
（1748 -1827

）
周
辺
に
は
、
江
馬
細
香
、
平

田
玉
蘊
、
上
田
琴
風
ら
の
女
性
た
ち
が
い
て
、
絵
の
み
な
ら
ず
漢
詩
も
学
ん

で
い
た
。
清
の
男
性
詩
人
・
袁
枚
（1716 -

97

）
が
、
女
弟
子
た
ち
の
詩
を

編
ん
で
出
版
し
た
『
随
園
女
弟
子
詩
選
選
』
を
、
江
戸
の
大
窪
詩
仏
（1767 -

1837

）
が
再
編
集
し
て
出
版
す
る
の
は
、
文
政
一
三
年
（1830

）
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
に
は
、
そ
の
書
が
相
応
の
需
要
を
見
込
め
る
ほ
ど
に
、
女
性
詩
人

た
ち
が
輩
出
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
風
潮
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な

お
、
詩
仏
が
山
陽
に
贈
っ
た
『
随
園
女
弟
子
詩
選
選
』
は
、
出
版
半
年
後
の
天

保
元
年
（1830

）
一
二
月
二
一
日
付
け
の
山
陽
の
書
簡
に
よ
る
と
、
山
陽
か
ら

彼
の
女
弟
子
・
江
馬
細
香
へ
と
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

記
録
さ
れ
た
多
彩
な
女
性
画
家　

一
九
世
紀
に
は
画
史･

画
伝
の
ほ
か
、
人

名
録
や
美
術
番
付
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
女
性
た
ち
が
多
く
記
録
さ
れ
た

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
画
史
に
、
岡
田
樗
軒
（1779 -

1824

）
の

『
近
世
逸
人
画
史
』（
文
政
七
年
〈1824

刊
〉）
や
、
白
井
華
陽
（1836

年
没
）

の
『
画
乗
要
略
』
（
天
保
二
年
〈1831

刊
〉）
が
あ
る
。
前
者
が
載
せ
る
六
人
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の
女
性
の
な
か
に
は
、
南
画
系
以
外
か
ら
も
山
崎
龍
女
や
織
田
瑟
々
（1779 -

1832
）
等
が
い
る
。
瑟
々
は
近
江
に
生
ま
れ
、
京
都
で
絵
を
習
っ
た
後
、
夫
の

死
後
に
桜
図
の
制
作
に
打
ち
込
み
、
独
特
の
表
現
で
桜
を
捉
え
た
《
須
磨
櫻
真

図
》
（
館
蔵
、
図
11
）
な
ど
を
描
い
た
。

　
『
画
乗
要
略
』
に
は
さ
ら
に
広
く
、
狩
野
派
や
円
山･

四
条
派
系
の
女
性
た

ち
も
加
え
て
、
全
部
で
二
四
人
も
の
女
性
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か

に
は
、
桜
井
雪
館
（1715 -1790

）
の
娘
雪
保
（1754 -1824

）
や
武
内
小
鸞

（
一
九
世
紀
前
半
頃
に
活
躍
か
）
な
ど
の
よ
う
な
職
業
的
な
絵
師
も
含
ま
れ
て

い
る
。
小
鸞
の
《
唐
美
人
図
》
（
館
蔵
、
図
３
）
は
、
彼
女
が
岸
派･

円
山
派
に

学
ん
だ
痕
跡
を
留
め
つ
つ
も
、
明
風
の
仕
女
図
の
特
色
を
も
取
り
入
れ
て
、
独

特
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
画
家
へ
の
関
心
は
、
美
術
番
付
に
も
反
映
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
初
頭

の
文
化
四
年
（1807

）
の
「
浪
華
画
人
組
合
三
幅
対
」（
大
阪･

中
之
島
図
書

館
）
に
は
、
わ
ず
か
に
五
人
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
世
紀
半

ば
に
な
る
と
、
嘉
永
六
年
（1853

）
の
「
古
今
南
画
要
覧
」
に
は
、
京
都
か
ら

九
人
、
大
坂
五
人
、
江
戸
四
人
の
ほ
か
、
全
部
で
三
十
一
人
も
の
女
性
が
選
ば

れ
て
い
る
。
安
政
四
年
（1857

）
に
板
行
さ
れ
た
「
現
古
漢
画
名
家
集
鑒
」

で
は
、
江
戸
在
住
者
が
三
六
人
、
京
都
と
大
坂
を
合
わ
せ
て
二
一
人
、
尾
張
四

人
、
讃
岐
三
人
、
長
門
三
人
、
美
濃
二
人
、
和
泉
二
人
の
ほ
か
、
九
人
も
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
一
国
か
ら
選
ば
れ
、
地
域
的
な
広
が
り
が
見
ら
れ
る
の
も
特
徴
的

で
あ
る
。
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
活
動
が
、
明
治
の
半
ば
以
降
ほ
と
ん
ど
顧
み

ら
れ
な
く
な
る
の
は
大
き
な
謎
で
あ
り
、
そ
の
間
の
事
情
は
今
後
も
っ
と
丁
寧

に
追
求
し
て
ゆ
く
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
巷
で
多
く
の
女
性
画
家
が
活
躍
し
て
い
た
頃
、
権
門
の
深
窓
で
も

趣
味
的
に
絵
筆
を
執
っ
た
女
性
た
ち
が
い
た
こ
と
も
紹
介
し
た
い
。
そ
の
ひ
と

り
が
、
加
賀
藩
主
・
前
田
斉
泰
（1811 -84

）
と
結
婚
す
る
、
一
一
代
将
軍
徳

川
家
斉
（1773 -1841

）
の
娘
溶
姫
（1813 -68

）
で
あ
る
。
彼
女
が
描
い
た

《
旭
日
寿
老
図
》
（
館
蔵
、
図
５
）
は
、
高
貴
な
女
性
の
大
ら
か
さ
に
あ
ふ
れ

た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
女
性
的
な
も
の
を
残
す
に
し
ろ
、
払
拭
す
る
に
し

ろ
、
何
ら
か
の
躊
躇
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
、
多
く
の
一
般
の
女
性
た
ち

と
は
全
く
異
な
っ
た
社
会
に
生
き
て
い
た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。

　

以
上
、
平
安
期
以
来
の
和
風
の
公
家
文
化
を
女
性
の
理
想
と
し
た
一
七
世
紀

か
ら
、
重
要
な
過
渡
期
で
あ
っ
た
一
八
世
紀
を
経
て
、
男
性
と
肩
を
並
べ
る
ま

で
に
多
く
の
女
性
画
家
た
ち
が
活
躍
し
始
め
る
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
の
道
程

を
概
略
述
べ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
女
性
の
制
作
は
、
社
会
と
遊
離
し
た
状
況

で
は
成
立
し
な
い
。
む
し
ろ
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ
の
様
態
を
刻
々
変

え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
稿
で
は
、
出
品
作
を
中
心
に
女

性
画
家
の
社
会
的
な
あ
り
方
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
た
め
、
個
々
の
女

性
の
表
現
内
容
に
深
く
入
り
込
む
こ
と
も
、
出
品
作
家
以
外
の
作
品
に
言
及
す

る
こ
と
も
ご
く
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
表
現
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
図
版
解
説

も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

 11  12 



　

江
戸
時
代
の
多
様
な
流
派
（
狩
野
派
・
円
山
四
条
派
・
岸
派
・
南

画
派
な
ど
）
の
人
物
画
法
を
比
べ
て
み
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

モ
チ
ー
フ
も
、
中
国
風
俗
か
日
本
風
俗
か
、
同
時
代
の
人
物
か
物
語

上
の
人
物
か
、
男
か
女
か
、
な
ど
多
彩
で
す
。

多
彩
な
人
物
表
現

３　

唐
美
人
図　

武
内
小
鸞 

筆

	

一
九
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 14  13  14 



４　

美
人
図　

平
田
玉
蘊 

筆

	

一
九
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

５　

旭
日
寿
老
図　

溶
姫 

筆

	

一
九
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 15  16 



７　

紫
式
部
図　

清
原
雪
信 

筆

	

一
七
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

６　

菊
慈
童
図　

清
原
雪
信 

筆

	

一
七
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 17  18 



　

清
原
雪
信
・
春
信
親
子
の
狩
野
派
風
の
本
格

的
な
屏
風
絵
と
、
桜
画
に
情
熱
を
傾
け
た
織
田

瑟
々
の
晩
年
の
傑
作
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

確
か
な
画
技
の
う
ち
に
も
、
華
や
か
な
画
面
が

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

８　

唐
美
人
図　

香
川
氷
仙 

筆

	

一
八
世
紀
後
半
ー
一
九
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

　
　

花
鳥
の
美

 19  20 



10　

花
鳥
図
屏
風　

清
原
春
信 

筆

	

一
七
世
紀
後
半 

ー
一
八
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

11　

須
磨
桜
真
図　

織
田
瑟
々 

筆

	

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
冬　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 21  22 



　

中
国
の
文
人
文
化
を
憧
憬
し
、
文
人
た
ち
が
好
ん
だ
モ
チ
ー
フ
や

画
法
を
学
ん
で
描
い
た
人
た
ち
を
、
南
画
家
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
も
っ
と
も
多
く
の
女
性
画
家
を
輩
出
し
た
の
は
こ
の

分
野
で
し
た
。
こ
こ
で
は
清
雅
さ
を
尊
ん
だ
彼
女
た
ち
の
山
水
画
と

花
鳥
画
を
集
め
て
い
ま
す
。

清
雅
な

　

山
水
・
花
鳥

13　

和
歌
扇
面
・
風
竹
図
扇
面　

百
合
・
徳
山
（
池
）
玉
瀾 

筆

	

一
八
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 23  24 



15　

山
水
図　

奥
田
（
大
島
）
来
禽 

筆

	

一
八
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

14　

漁
楽
図　

徳
山
（
池
）
玉
瀾 

筆

	

一
八
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 25  26 



17　

秋
卉
舞
蝶
図　

張
（
梁
川
）
紅
蘭 

筆

	

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

16　

墨
竹
図　

亀
井
少
琹 

筆

	

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 27  28 



20　

四
君
子
巻
（
部
分
）  

江
馬
細
香 

筆

	

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 29  30 



21　

山
水
図
巻　

林
珮
芳 

筆

	

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
七
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 31  32 



22　

江
村
晩
晴
図
・
雪
景
楊
柳
図　

谷
文
晁
・
林
（
谷
）
幹
々 

筆

	

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
一
二
月
・
一
八
世
紀
後
半　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

23　

山
水
図　

谷
舜
英 

筆

	

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
秋
以
前　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 33  34 



24　

竹
・
菊
図　

河
邊
青
蘭 

筆

	

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵　

女
性
の
文
化
活
動
に
関
す
る
様
々
な
啓
蒙
的
な
文
章
を
残
し
た
学
祖
・

下
田
歌
子
は
、
早
く
よ
り
徳
山
（
池
）
玉
瀾 

な
ど
女
性
画
家
の
活
動
に
も

注
目
し
て
、
い
く
つ
か
の
文
章
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
女
性
画
家
に
加
え
て
、
個
人
的
に
知
己
を
得
て
い
た
人

や
同
時
代
に
女
性
教
育
に
尽
力
し
た
人
た
ち
の
作
品
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

特
集
展
示

学
祖
・
下
田
歌
子
と

　
　
　
　
　

女
性
画
家

 35  36 



　

下
田
歌
子
は
、
著
作
に
て
、

徳
山
（
池
）
玉
瀾
を
は
じ
め
、

江
馬
細
香
、
張
（
梁
川
）
紅
蘭

と
い
っ
た
女
性
画
家
を
と
り
あ

げ
て
い
ま
す
。
特
に
、
細
香
と

紅
蘭
は
、
同
じ
美
濃
国
の
生
ま

れ
で
、
同
郷
で
あ
り
、
強
い
思

い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

25　

蘭
図　

江
馬
細
香 

筆

	

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
五
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

26　

墨
竹
図
（
「
翠
静
帖
」
よ
り
）
張
（
梁
川
）
紅
蘭 

筆

	

一
九
世
紀
中
頃　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

下
田
歌
子
が
見
た

女
性
画
家

 37  38 



27　

海
棠
小
禽
図　

野
口
小
蘋 

筆

	

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

29　

有
卦
の
七
種　

跡
見
花
蹊 

筆

	

一
九
世
紀
中
頃　

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
蔵

 39  40 



31　

桜
花
飛
燕
図　

跡
見
玉
枝 

筆

	

一
九
世
紀
後
半 

ー
二
〇
世
紀
前
半　

実
践
女
子
大
学
蔵

30　

山
水
図　

跡
見
花
蹊 

筆

	

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
秋　

実
践
女
子
大
学
蔵

　

華
族
女
学
校
画
学
嘱
託
教
授

を
務
め
、
下
田
歌
子
と
も
交
流

が
あ
っ
た
野
口
小
蘋
や
、
跡
見

学
校
（
後
の
跡
見
学
園
）
を

開
校
し
た
跡
見
花
蹊
な
ど
、
女

性
の
教
育
に
携
わ
っ
た
女
性
画

家
、
女
性
教
育
者
た
ち
の
作
品

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

下
田
歌
子
と

女
性
教
育
者
た
ち

 41  42 



32　

豆
画
帖
（
部
分
）　

甲
斐
虎
山
・
甲
斐
和
里
子 

筆

	

昭
和
八
年 

ー
二
八
年
（
一
九
三
三 

ー
五
三
）　

実
践
女
子
大
学
蔵

作
品
解
説

落
款
・
印
章

作
家
解
説

主
要
参
考
文
献

作
品
リ
ス
ト

 43 



	

款
記
「
小
鸞
女
史
」

	

印
章
「
小
鸞
女
史
」（
朱
文
長
方
印
）

　

画
面
中
央
に
は
、
左
手
に
読
み
か
け
の
本
を
持
ち
、
右
手
に
団
扇
を
携
え
た

女
性
が
、
視
線
を
斜
め
前
に
投
げ
か
け
な
が
ら
、
竹
製
の
牀
の
端
に
ゆ
っ
た
り

と
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
。
女
性
の
左
手
に
は
硯
・
水
滴
・
筆
筒
な
ど
が
見
え

る
。
画
面
の
左
下
で
は
、
侍
女
ら
し
き
女
性
が
煎
茶
の
用
意
を
し
て
い
る
。
読

書
、
文
房
具
・
煎
茶
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
文
人
の
書
斎
（
文
房
）
の
設
定
で
描

か
れ
た
中
国
・
明
清
の
女
性
像
は
、
江
戸
時
代
に
多
数
舶
載
さ
れ
、
日
本
で
も

そ
の
制
作
が
流
行
し
た
。

　

本
図
に
見
ら
れ
る
、
細
面
の
顔
、
や
や
つ
り
上
が
り
気
味
の
目
、
細
い
な

で
肩
、
小
さ
な
口
、
指
先
の
表
現
な
ど
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
岸
駒
（1756 -

1839

）
を
祖
と
す
る
岸
派
の
作
品
と
近
い
。
た
だ
、
赤
・
青
・
緑
・
白
な
ど
の

色
彩
を
控
え
め
に
点
じ
た
画
面
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
岸
派
や
円
山
・
四
条
派
の
唐

美
人
図
と
は
異
な
り
、
中
国
・
明
代
の
仕
女
図
を
思
わ
せ
る
古
風
な
色
感
で
あ

る
。
媚
び
た
ポ
ー
ズ
を
採
ら
な
い
点
も
特
異
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
種
の
清
雅

さ
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
修
理
時
に
裏
彩
色
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。（
仲
町
）

【
参
考
文
献
】
仲
町
啓
子
「
カ
ラ
ー
図
版
解
説　

武
内
小
鸞　

唐
美
人
図
」『
実
践
女
子
学
園

香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年

児
島
薫
「
資
料
修
理
」
同
右

４	

美び

人じ
ん

図ず	
  

平
田
玉
蘊
（1787 -1855

）

絹
本
着
色　

一
幅　

一
九
世
紀
前
半

	

款
記
「
玉
蘊
」

	

印
章
「
玉
蘊
女
史
」（
朱
文
方
印
）

　

背
景
の
な
い
縦
長
の
画
面
に
、
若
い
女
性
が
一
人
立
っ
て
い
る
。
俯
き
が
ち

に
後
ろ
を
見
や
る
、
や
や
面
長
の
顔
は
、
眉
下
か
ら
頬
に
か
け
て
薄
紅
が
刷
か

れ
、
鼻
筋
は
白
く
通
り
、
唇
に
は
笹
色
紅
が
見
え
る
。
結
髪
は
赤
い
鹿
の
子
を

飾
っ
た
高
島
田
で
、
一
揃
い
の
鼈
甲
で
で
き
た
櫛
や
簪
、
牡
丹
の
笄
を
挿
し
て

い
る
。
鼠
色
が
か
っ
た
緑
色
の
振
袖
に
は
桜
の
紋
と
、
袂
や
裾
に
金
の
松
葉
に

松
毬
の
模
様
が
あ
り
、
襟
や
袖
口
、
裾
か
ら
の
ぞ
く
円
模
様
の
襦
袢
や
金
泥
で

描
か
れ
た
蝶
模
様
の
帯
は
赤
く
、
墨
の
衣
文
線
に
沿
う
よ
う
に
引
か
れ
た
線
は

金
泥
で
華
や
か
で
あ
る
。
高
級
な
笹
色
紅
や
豪
華
な
衣
装
、
白
足
袋
、
高
島

田
、
お
七
結
び
の
帯
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
裕
福
な
商
家
の
未
婚
の
若
い
女
性

だ
ろ
う
。
着
物
に
使
わ
れ
た
金
泥
や
、
画
面
全
体
に
ま
か
れ
た
雲
母
、
軸
先

に
あ
る
象
嵌
の
花
模
様
な
ど
、
豪
華
で
凝
っ
た
作
品
で
あ
り
、
や
は
り
豪
商
な

ど
、
裕
福
な
人
物
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
制
作
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
太
田
）

５	

旭き
ょ
く
じ
つ
じ
ゅ
ろ
う
ず

日
寿
老
図	

 

溶
姫
（1813 -68

）

絹
本
着
色　

一
幅　

一
九
世
紀
前
半

	

印
章
「
鳳
凰
来
儀
」
（
白
文
方
印
）

	　

真
っ
赤
な
旭
日
と
長
寿
を
寿
ぐ
寿
老
人
は
、
と
も
に
祝
賀
の
図
像
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
の
御
用
絵
師
・
狩
野
晴
川
院
養お

さ
の
ぶ信

（1796 -1846

）
の
『
公
用
日

記
』
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
よ
る
と
、
文
政
九
年
（1826

）
一
一
月
一
八

日
、
晴
川
院
は
《
日
出
・
福
禄
寿
・
亀
図
》
を
手
本
と
し
て
差
し
出
し
、
そ
れ

に
対
し
て
溶
姫
は
、
一
二
月
八
日
と
一
七
日
、
翌
年
正
月
九
日
に
清
書
を
提

作
品
解
説　
※
所
蔵
先
の
明
記
が
無
い
も
の
は
全
て
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
で
す

１	
白び

ゃ
く
え衣

観か
ん
の
ん
ず

音
図	

 

林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼
（1634 -1727

）

絹
本
墨
画　

一
幅　

一
七
世
紀
後
半
ー
一
八
世
紀
前
半

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

	

印
章
「
玉
頴
」（
朱
文
印
）、「
元
瑤
之
印
」（
白
文
方
印
）

　

組
ん
だ
両
足
の
先
端
を
着
衣
か
ら
わ
ず
か
に
覗
か
せ
、
身
を
く
ね
ら
せ
な
が

ら
、
岩
に
左
肘
を
つ
い
て
斜
め
上
方
に
視
線
を
向
け
る
形
姿
は
、
中
国
の
白
衣

観
音
図
に
も
先
例
が
あ
り
、
日
本
で
も
室
町
時
代
以
来
、
か
な
り
多
く
の
作
例

が
あ
る
。
光
輪
（
頭
の
後
ろ
の
円
光
）
を
半
透
明
に
し
て
背
景
の
山
水
を
薄
く

描
く
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
白
い
面
と
し
、
さ
ら
に
右
上
に
広
い
余
白
を

と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
す
っ
き
り
と
し
た
開
放
的
な
空
間
は
、
江
戸
初
期

の
狩
野
派
の
や
り
方
に
近
い
。
衣
紋
線
や
岩
を
描
く
線
は
の
び
や
か
で
、
濃
墨

か
ら
淡
墨
に
い
た
る
墨
の
使
い
方
も
手
慣
れ
て
い
て
、
こ
の
大
幅
を
見
事
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

宮
内
庁
図
書
寮
御
用
掛
を
務
め
た
有
職
家
の
猪
熊
信
男
（1882 -1963
）
の

昭
和
一
五
年
（1940

）
の
箱
書
に
よ
る
と
、
本
作
は
、
摂
津
麻
田
藩
の
第
二

代
藩
主
・
青
木
重
兼
（
号
・
端
山
）
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
。
重
兼
は
黄
檗
宗

に
深
く
帰
依
し
、
隠
元
隆
琦
（1592 -1673

）
と
も
親
交
を
結
び
、
寛
文
七
年

（1667

）
に
萬
福
寺
の
大
雄
宝
殿
の
造
営
時
に
は
造
営
奉
行
を
務
め
て
い
る
。

お
そ
ら
く
隠
元
ら
黄
檗
宗
関
係
者
を
介
し
て
、
林
丘
寺
宮
光
子
内
親
王
こ
と
照

山
元
瑤
尼
と
何
ら
か
の
接
点
を
持
っ
た
こ
と
が
、
観
音
図
の
入
手
と
な
っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。（
仲
町
） 

２	

関か
ん

帝て
い

図ず	
 

伝 

林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼
（1634 -1727

）

絹
本
着
色　

一
幅　

一
七
世
紀
後
半
ー
一
八
世
紀
前
半

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　
《
白
衣
観
音
図
》
（
図
１
）
と
同
じ
年
に
猪
熊
信
男
が
書
い
た
箱
書
は
、
本

作
も
青
木
重
兼
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
箱
に
添

付
さ
れ
た
紙
に
よ
っ
て
、
青
木
重
兼
が
延
宝
七
年
（1679

）
に
創
建
し
た
、
高

平
村
（
現
在
の
三
田
市
）
の
方
廣
寺
（
青
木
氏
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
）
に
伝
来

し
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
落
款
・
印
章
は
な
い
が
、
伝
来
の
確
か
さ
と
描
写
の

質
か
ら
判
断
し
て
、
林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼
の
手
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。

宗
教
的
主
題
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
法
号
の
印
章
な
ど
を
残
さ
な
か
っ
た
理
由

か
も
し
れ
な
い
。

　

関
帝
と
は
中
国
後
漢
末
期
に
劉
備
に
仕
え
た
関
羽
が
神
格
化
さ
れ
た
も
の

で
、
中
国
の
関
帝
廟
で
は
商
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代

の
日
本
で
は
武
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
武
家
ら
に
好
ま
れ
た
。
隠
元
隆
琦
に
請

わ
れ
て
萬
福
寺
に
も
来
た
范
道
生
（1637 -70

）
の
《
関
帝
像
》
（1664

年 

長

崎
・
聖
福
寺
）
な
ど
、
黄
檗
宗
関
係
に
は
早
い
例
も
あ
る
が
、
日
本
で
多
く
の

作
例
が
出
て
く
る
の
は
一
八
世
紀
の
半
ば
頃
か
ら
で
、
本
作
は
早
い
作
例
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。（
仲
町
）

３	
唐か

ら

美び

人じ
ん

図ず	
 

武
内
小
鸞
（
生
没
年
不
詳
）

絹
本
着
色　

一
幅　

一
九
世
紀
前
半

 45  46 



　

細
緻
な
筆
遣
い
で
描
か
れ
た
顔
面
や
衣
装
の
模
様
、
人
物
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
、
あ
る
い
は
樹
木
等
の
庭
の
描
写
な
ど
は
、
狩
野
探
幽
（1602 -74

）
が
始

め
た
、
江
戸
狩
野
風
〈
新
大
和
絵
〉
の
画
法
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
謹

直
な
画
法
や
落
款
の
書
風
か
ら
、
雪
信
の
画
歴
の
な
か
で
も
比
較
的
初
期
作
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。（
仲
町
）

８	

唐か
ら

美び

人じ
ん

図ず	
 

香
川
氷
仙
（1815

年
没
）

絹
本
墨
画　

一
幅　

一
八
世
紀
後
半 

ー
一
九
世
紀
前
半

	

款
記
「
氷
仙
寫
」　

印
章
「
苑
葵
」（
朱
文
方
印

印
）

　

卵
形
の
小
さ
め
の
顔
、
華
奢
で
細
い
体
躯
、
伏
し
目
が
ち
な
目
や
小
さ
な
口

な
ど
の
特
徴
は
、
中
国
・
清
代
の
仕
女
図
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

る
。
や
や
病
的
と
も
言
え
る
そ
う
し
た
女
性
像
は
、
宮
廷
画
家
か
ら
民
間
の
絵

師
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
層
に
流
行
し
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
相
当
数
が
輸

入
さ
れ
た
。
舶
載
画
の
多
く
は
、
逸
名
の
職
業
画
家
の
作
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
た
と
え
二
流
品
で
あ
っ
て
も
、
前
代
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
中
国
風
俗
の

美
人
図
と
は
異
な
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
〈
唐か

ら

美び

人じ
ん

図
〉
で
あ
っ
た
こ
と
が

重
要
で
あ
っ
た
。
特
に
中
国
文
化
に
鋭
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
儒
者
や
南

画
家
な
ど
の
知
識
人
層
は
、
そ
の
受
容
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
氷
仙
の
工
夫
は
、
お
そ
ら
く
着
色
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
原
画

を
白
描
画
（
墨
の
描
線
の
み
で
制
作
し
た
絵
画
）
風
に
変
え
た
点
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
俗
気
が
軽
減
さ
れ
、
清
楚
な
趣
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
氷
仙

が
白
描
画
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
（1777 -1835

）
も
証
言

し
て
い
る
。（
仲
町
）

９	

四し

季き

花か
ち
ょ
う
ず
び
ょ
う
ぶ

鳥
図
屏
風	

 
清
原
雪
信
（1643 -82

）

紙
本
金
地
着
色　

六
曲
一
双　

一
七
世
紀
後
半

個
人
蔵

	

款
記
「
清
原
氏
女
雪
信
筆
」

	

印
章
「
清
原
女
」（
朱
文
八
角
印
）、「
雪
信
」（
朱
文
二
重
方
印
）

　

現
在
知
ら
れ
る
、
雪
信
唯
一
の
金
屏
風
で
あ
り
、
雪
信
の
花
鳥
画
の
代
表

作
で
あ
る
。
今
回
展
覧
会
と
し
て
は
初
の
紹
介
と
な
る
。
右
隻
の
紅
白
の
椿

（
春
）、
燕
子
花
（
夏
）
左
隻
の
芙
蓉
（
秋
）
雪
を
か
ぶ
っ
た
白
梅
（
冬
）
な
ど

が
四
季
を
表
し
、
そ
の
間
に
白
鷺
や
大
小
の
小
鳥
た
ち
が
飛
び
交
う
。
謹
直
な

筆
致
で
古
様
さ
を
感
じ
さ
せ
つ
つ
も
、
余
白
の
取
り
方
な
ど
は
江
戸
狩
野
風
で

あ
る
。
中
屏
風
な
が
ら
、
松
竹
梅
に
緑
毛
亀
や
万
年
青
な
ど
吉
祥
の
モ
チ
ー
フ

を
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
慶
事
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

　

狩
野
探
幽
（1602 -74

）
以
降
の
狩
野
派
作
品
の
研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
現
段
階
で
、
こ
の
屏
風
を
厳
密
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
は
や
や
困
難
も
あ
る

が
、
お
よ
そ
の
見
通
し
を
述
べ
る
な
ら
、
探
幽
風
の
画
風
を
学
び
つ
つ
も
、
む

し
ろ
探
幽
の
次
世
代
、
た
と
え
ば
、
探
幽
の
弟
・
尚
信
（1607 -50

）
の
子
・
常

信
（1636 -1713

）
ら
の
作
風
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
常
信
の
《
四

季
花
鳥
図
屏
風
》
（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
と
は
、
構
図
的
に
近
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
右
隻
で
は
、
中
心
と
な
る
樹
木
を
巨
岩
と
と
も
に
配
し
て
、
背
後
に
滝

や
激
し
い
水
の
流
れ
を
描
き
、
大
小
の
様
々
な
鳥
を
点
じ
る
点
、
左
隻
で
も
、

岩
や
巨
樹
の
配
置
、
芙
蓉
の
位
置
、
多
彩
な
鳥
な
ど
に
共
通
性
が
窺
わ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
雪
信
な
ら
で
は
の
個
性
も
見
ら
れ
る
。
力
強
く
的
確
な
墨
線
と
艶

や
か
な
岩
絵
の
具
の
濃
彩
と
の
対
比
、
描
き
込
ん
だ
部
分
と
余
白
と
の
ほ
ど
よ

出
し
、
三
回
目
で
合
格
点
を
も
ら
っ
て
い
る
。
晴
川
院
の
略
図
は
本
図
と
酷
似

し
（
た
だ
し
亀
は
省
略
さ
れ
る
）、
福
禄
寿
は
し
ば
し
ば
寿
老
人
と
も
呼
ば
れ

る
の
で
、
右
の
画
が
本
図
の
原
画
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同

年
九
月
八
日
に
溶
姫
が
描
い
た
《
日
出
・
福
禄
寿
図
》
と
《
亀
図
》
の
二
幅
対

の
う
ち
の
《
日
出
・
福
禄
寿
図
》
は
い
っ
そ
う
本
図
と
近
い
。
こ
の
め
で
た
い

画
題
は
、
同
年
一
一
月
二
七
日
の
婚
礼
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お

「
鳳
凰
来
儀
」
の
印
章
は
、
晴
川
院
の
弟
・
朝
岡
興
禎
が
表
し
た
『
古
画
備

考
』
に
溶
姫
の
印
章
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

二
重
箱
の
う
ち
の
内
箱
は
、
漆
塗
り
で
蓋
表
に
金
で
「
溶
姫
君
様
之
御
筆　

旭
日
壽
老
像　

壹
幅
」
と
記
さ
れ
、
外
箱
の
裏
に
は
、
嘉
永
四
年
（1852

）、

増
上
寺
通
元
院
の
春
成
上
人
に
よ
る
、
本
作
取
得
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
通
元

院
は
、
同
寺
御
霊
屋
別
当
寺
院
八
院
の
う
ち
の
一
つ
で
、
前
田
家
の
宿
坊
で
も

あ
っ
た
。
（
仲
町
）

６	

菊き
く

慈じ

童ど
う

図ず	

清
原
雪
信
（1643 -82

）

		


絹
本
着
色　

一
幅　

一
七
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

款
記
「
清
原
氏
女
雪
信
筆
」

	

印
章
「
清
原
女
」（
朱
文
八
角
印
）

	　

車
輪
松
の
下
に
、
菊
の
一
枝
を
右
手
に
持
っ
て
、
右
膝
を
立
て
て
坐
る
菊
慈

童
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
着
に
は
金
泥
で
細
か
く
文
様
が
施
さ
れ
る
。
垂
髪
の

菊
慈
童
は
、
中
性
的
と
も
言
え
る
柔
和
な
表
情
を
た
た
え
、
優
し
い
た
た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
る
。
よ
く
似
た
絵
柄
の
《
菊
慈
童
図
》
を
鶴
澤
派
の
作
品
の
中

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（『
特
別
展　

彩
―
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
』
の
14

図
と
58
ー
１
図
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、2010

年
）。
同
種
の
着
衣
を
身
に

ま
と
い
、
か
つ
垂
髪
で
あ
る
点
、
画
面
の
左
に
視
線
を
向
け
つ
つ
片
膝
を
立
て

て
坐
る
形
姿
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
雪
信
画
で
は
、
背
後
の
滝

や
水
流
を
省
き
、
代
わ
り
に
松
を
加
え
て
、
背
景
を
す
っ
き
り
と
さ
せ
、
菊
慈

童
を
浮
き
立
た
せ
て
い
る
の
が
特
筆
さ
れ
る
。
菊
慈
童
の
姿
は
端
正
で
、
静
か

な
趣
を
た
た
え
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
緊
迫
し
た
空
間
の
創
出
に
、
雪
信

の
め
ざ
し
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
仲
町
）

【
参
考
文
献
】
大
平
有
希
野
「
清
原
雪
信
筆　

菊
慈
童
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
國
華
社
、

二
〇
一
二
年

７	

紫む
ら
さ
き
し
き
ぶ
ず

式
部
図	

 

清
原
雪
信
（1643 -82

）

絹
本
着
色　

一
幅　

一
七
世
紀
後
半

	

款
記
「
清
原
氏
女
雪
信
筆
」

	

印
章
「
清
原
女
」（
朱
文
八
角
印
）

　

卓
に
向
か
う
公
家
女
性
が
、
御
簾
を
挙
げ
た
部
屋
に
ひ
と
り
坐
し
、
庭
の
紅

葉
や
籬
の
菊
が
、
秋
の
季
節
感
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。〈
執
筆
す
る
公
家
女

性
と
季
節
と
し
て
の
秋
〉
と
い
う
図
柄
が
、
石
山
寺
で
『
源
氏
物
語
』
を
構
想

し
た
紫
式
部
を
連
想
さ
せ
る
の
で
、《
紫
式
部
図
》
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
画
題
に
つ
き
も
の
の
〈
琵
琶
湖
に
映
る
月
影
〉
が
こ
の
絵
に
は
欠
け
て
い

る
の
で
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
画
題
に
は
疑
問
が
残
る
。
平
安
時
代
の
才
媛
た
ち

の
著
作
が
、
女
性
の(

特
に
武
家
の)

教
養
と
し
て
尊
ば
れ
る
風
潮
は
江
戸
初
期

よ
り
盛
ん
と
な
る
。
紫
式
部
図
や
清
少
納
言
図
が
喜
ば
れ
て
く
る
の
も
、
そ
う

し
た
時
代
背
景
か
ら
で
あ
っ
た
。
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款
記
「
玉
瀾
」

	

印
章
「
玉
瀾
」（
朱
文
方
印
）、
遊
印
「
祇
園
風
流
」（
白
文
方
印
）

　

雪
が
降
る
中
、
一
風
変
わ
っ
た
凹
凸
の
あ
る
黒
く
太
い
幹
を
も
っ
た
紅
梅

が
、
右
下
か
ら
左
上
へ
と
画
面
い
っ
ぱ
い
に
堂
々
と
枝
を
伸
ば
し
、
多
く
の
花

を
つ
け
て
い
る
。
幹
の
上
に
は
既
に
雪
が
積
も
っ
て
い
て
、
筆
を
振
っ
て
飛
ば

し
た
胡
粉
で
描
か
れ
た
舞
う
雪
は
、
空
か
ら
次
か
ら
次
へ
と
激
し
く
降
り
続
い

て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
画
面
に
雪
の
白
色
と
、
梅
の
幹
の
黒
色
や
灰

色
、
そ
し
て
梅
の
花
弁
の
薄
い
紅
色
と
蕊
の
黄
色
、
幹

に
つ
く
点
苔
の
緑
と
い
っ
た
色
感
の
組
み
合
わ
せ
が
鮮

や
か
な
作
品
で
、
玉
瀾
の
代
表
的
な
作
品
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
作
品
に
関
連
し
て
玉
瀾
の
夫
で
あ
る
池
大
雅

（1723 -76

）
が
、
友
人
で
あ
っ
た
高
芙
蓉
（1722 -

1784

）
に
宛
て
た
書
簡
（
挿
図
１
）
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
大
雅
が
芙
蓉
の
た
め
に
玉
瀾
の
こ
の
作
品
を

送
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
作
品
、
書
簡
と
も
に
、
箱
書

と
し
て
渡
邊
華
石
（1852 -1930

）
に
よ
る
題
と
極
書

が
あ
る
。（
太
田
）

【
参
考
文
献
】『
墨
美　

江
戸
期
の
南
画
・
文
人
画
―
高
林
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
―
』一
九
二
号
、
墨
美
社
、
一
九
六
九
年

13	

和わ

歌か

扇せ
ん

面め
ん

・
風ふ

う

竹ち
く

図ず

扇せ
ん

面め
ん

百
合
（1694 -1764

）・
徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727/8 -84

）

　
　
　
　
　
　
　
　

紙
本
墨
書
・
墨
画　

一
幅　

一
八
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　

	

和
歌
扇
面　
　

款
記
「
恋
わ
ひ
て　

な
み
た
の
露
の　

お
き
ゐ
つ
　ゝ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
も
す
か
ら
に　

袖
そ
ぬ
れ
そ
ふ　

百
合
」

	

風
竹
図
扇
面　

款
記
「
玉
瀾
」

	

　
　
　
　
　
　

印
章
「
玉
」「
瀾
」（
白
文
方
印
聯
印
）、
遊
印
「
松
風
」	
	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
朱
文
楕
円
印
）

　

一
幅
の
掛
幅
に
二
面
の
扇
面
、
上
に
百
合
の
和
歌
書
、
下
に
は
そ
の
娘
で
あ

る
、
徳
山
（
池
）
玉
瀾
の
風
竹
図
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
扇
面
は
と
も

に
、
別
の
骨
付
き
の
扇
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
跡
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
書
と

画
は
本
来
呼
応
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
、
母
と
娘
に

よ
る
書
画
の
合
装
と
な
っ
て
い
る
。
玉
瀾
の
《
風
竹
図
扇
面
》
は
、
激
し
い
風

に
煽
ら
れ
、
た
わ
ん
だ
二
本
の
細
い
竹
が
、
濃
淡
の
つ
い
た
葉
を
躍
ら
せ
て
い

る
。
扇
面
の
画
面
を
、
左
下
か
ら
右
上
へ
と
横
切
る
大
胆
な
構
図
で
あ
る
。

中
央
上
部
、
竹
の
葉
の
上
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
「
玉
瀾
」
の
落
款
と
「
玉
」

「
瀾
」
の
聯
印
が
、
そ
の
や
や
右
下
の
余
白
に
「
松
風
」
の
遊
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。本
図
と
作
風
が
近
い
、
同
画
題
の
《
風
竹
図
自
画
賛
》
（
フ
ァ
イ
ン
バ
ー

グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
が
あ
る
。（
太
田
）

【
参
考
文
献
】
小
林
忠
「
池
玉
瀾
筆 

風
竹
図
扇
面
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
國
華
社
、
二
〇
一
二
年

14	

漁ぎ
ょ
ら
く
ず

楽
図	

徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727 -84

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩　

一
幅　

一
八
世
紀
後
半

	

款
記
「
玉
瀾
」

	

印
章
「
玉
」「
瀾
」（
白
文
方
印
聯
印
）、
遊
印
「
松
風
」（
朱
文
楕
円
印
）

い
バ
ラ
ン
ス
と
緊
張
感
、
細
部
の
精
緻
な
描
写
、
そ
れ
ら
が
優
雅
で
か
つ
引
き

締
ま
っ
た
雪
信
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。（
仲
町
）

10	

花か
ち
ょ
う
ず
び
ょ
う
ぶ

鳥
図
屏
風	

 

清
原
春
信
（
生
没
年
不
詳
）

紙
本
着
色　

六
曲
一
隻　

一
七
世
紀
後
半 

ー
一
八
世
紀
前
半

	

款
記
「
清
原
氏
女
春
信
筆
」

	

印
章
「
春
信
」（
朱
文
方
印
）

　

今
回
初
公
開
の
作
品
。
前
景
か
ら
屈
曲
し
た
白
梅
の
幹
が
立
ち
上
が
り
、
根

元
近
く
に
濃
彩
で
薔
薇
と
竹
が
添
え
ら
れ
る
。
岩
の
背
後
で
水
流
が
穏
や
か
に

向
か
っ
て
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
て
行
く
。
そ
れ
ら
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
の

二
〇
羽
ほ
ど
の
鳩
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
白
梅
の
枝
振
り
と
よ
く
似
た
構

図
を
、
狩
野
探
幽
（1602 -74

）
の
養
子
で
後
に
駿
河
台
狩
野
家
を
立
て
た
、

狩
野
洞
雲
益
信
（1625 -94

）
の
《
花
鳥
図
屏
風
》
（『
特
別
展　

狩
野
派
の
絵

画
』
展
カ
タ
ロ
グ
148
図
、
東
京
国
立
博
物
館
、1979

年
）
右
隻
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
知
ら
れ
る
春
信
の
も
う
ひ
と
つ
の
作
例
で
あ
る
《
佐
野
の
渡

図
》
（
米
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
美
術
館
）
は
、
探
幽
の
弟
子
・
鶴
澤
探
山

（1655 -1729

）
の
子
・
探
鯨
（1687 -1769

）
の
《
佐
野
の
渡
図
》
（
今
村
道

之
進
粉
本
類
、『
特
別
展　

彩
ー
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
』
58
ー
２
図
、
兵
庫
県

立
歴
史
博
物
館
、2010

年
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
絵
柄
で
あ
り
、
春
信
が
母
・
清

原
雪
信
（1643 -82

）
と
同
様
に
、
狩
野
探
幽
系
の
画
法
を
継
承
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
梅
樹
の
幹
を
描
く
水
墨
線
や
水
流
は
明
ら
か
に
探
幽
風

で
あ
る
。
な
お
、
縁
の
金
の
部
分
は
描
表
装
と
な
っ
て
い
る
。（
仲
町
）

11	

須す
ま
ざ
く
ら
し
ん
ず

磨
桜
真
図	

織
田
瑟
々
（1779 -1832

）

　

絹
本
着
色　

一
幅　

天
保
二
年
（1831

）
冬

款
記
「
須
磨
櫻
真
圖　

天
保
二
辛
卯
冬　

織
田
氏
女
瑟
々
寫
」

印
章
「
織
田
氏
女
」（
白
文
方
印
）、「
瑟
瑟
」（
白
文
方
印
）、「
惜
華
人
」

（
白
文
方
印
）、
遊
印
「
芳
華
自
中
出
」（
朱
文
長
方
印
）

　

下
部
の
地
面
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
比
較
的
太
い
幹
は
、
や
や
弓
な
り
に
右
に

反
り
つ
つ
、
画
面
か
ら
い
っ
た
ん
消
え
、
枝
の
一
部
を
上
端
に
覗
か
せ
る
。
画

面
左
で
は
、
満
開
の
花
を
鈴
な
り
に
つ
け
た
中
小
の
枝
が
、
優
美
な
弧
線
を
交

差
さ
せ
て
い
る
。
亡
く
な
る
前
年
の
冬
に
描
か
れ
た
作
品
で
、
桜
の
花
を
知
り

尽
く
し
た
瑟
々
の
、
画
業
の
集
大
成
と
も
呼
ぶ
べ
き
秀
作
で
あ
る
。
長
年
、
桜

を
描
き
続
け
た
手
堅
さ
が
感
じ
ら
れ
る
い
っ
ぽ
う
、
没
骨
法
（
輪
郭
線
で
括
ら

な
い
）
で
描
か
れ
た
花
弁
の
柔
ら
か
さ
、
わ
ず
か
に
点
じ
ら
れ
た
朱
の
艶
や
か

さ
、
し
べ
の
一
点
一
点
を
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
生
真
面
目
さ
、
い
ず
れ
の
細

部
を
見
て
も
、
常
に
初
心
を
持
っ
て
花
に
対
峙
す
る
瑟
々
の
真
摯
さ
に
溢
れ
て

い
る
。
彼
女
の
画
業
を
四
期
に
分
け
て
考
察
し
た
朝
日
美
砂
子
氏
は
、
最
晩
年

期
（1829

～
）
に
、
優
美
な
作
風
に
戻
り
、
繊
細
か
つ
円
熟
し
た
作
品
を
描
い

て
人
生
を
終
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
瑟
々
は
他
に
も
須
磨
桜
を

描
い
て
い
る
が
、
紅
色
が
比
較
的
濃
い
こ
の
品
種
に
関
し
て
は
、
今
後
さ
ら
な

る
調
査
を
要
す
る
。（
仲
町
）

12	
雪せ

つ

裏り

紅こ
う

梅ば
い

図ず	

徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727/8 -84

）

紙
本
着
色　

一
幅　

一
八
世
紀
後
半

個
人
蔵

挿図1「池大雅真跡玉瀾雪裏紅梅図副簡」個人蔵　
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千
戸
侯
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
有
名
な
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
た

少
琹
は
、
幼
い
頃
よ
り
祖
父
・
南
冥
（1743 -1814

）
や
父
・
昭
陽
（1773 -

1836

）
か
ら
、
こ
う
し
た
漢
学
の
知
識
を
教
授
さ
れ
て
い
た
。
少
琹
五
二
歳
、

夫
雷
首
六
一
歳
の
年
の
合
作
で
あ
る
。（
仲
町
）

亀
井
雷
首
の
款
記
と
印
章
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
渭
川
千
畝
竹　

其
人
萬
戸
侯　

雷
首
山
人
題
」、
印
章
「
龜
井
復
印
」（
白
文

方
印
）、「
應
龍
天
」（
白
文
方
印
）、「
緝
熙
」（
関
防
印
・
白
文
方
印
）

【
参
考
文
献
】
仲
町
啓
子
「
亀
井
少
琹　

墨
竹
図
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館

館
報
』
第
七
号
、
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
、
二
〇
一
〇
年

17	

秋し
ゅ
う
き
ぶ
ち
ょ
う
ず

卉
舞
蝶
図	

 

張
（
梁
川
）
紅
蘭
（1804 -79

）

絹
本
着
色　

一
幅　

天
保
五
年
（1834

）
四
月

	

款
記
「
張
氏
紅
蘭
」

	

印
章
「
梁
」「
張
」（
朱
文
方
印
聯
印
）

　

秋
海
棠
を
中
心
と
し
た
秋
の
草
花
と
二
匹
の
蝶
を
描
く
。
詩
は
画
家
の
夫
、

梁
川
星
巌
（1789 -1858

）
が
文
政
九
年
（1826

）
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
本
図

自
体
は
そ
れ
か
ら
八
年
後
に
友
人
の
藤
井
竹
外
（1807 -1866

）
の
た
め
に
制

作
さ
れ
た
。
賛
は
星
巌
、
絵
は
紅
蘭
の
筆
に
な
る
。
星
巌
の
詩
は
、
秋
海
棠
は

失
恋
し
た
女
性
の
涙
が
注
が
れ
た
地
か
ら
生
じ
た
、
と
い
う
伝
承
を
踏
ま
え
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
取
り
合
わ
せ
か
ら
す

る
と
、
秋
海
棠
の
「
棠
」
が
「
玉
堂
」
を
連
想
さ
せ
、
さ
ら
に
蝶
が
長
寿
を
意

味
す
る
「
耋
」
の
音
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
吉
祥
性
を
帯
び
た
図
像
と
解
さ
れ

る
。
詩
に
は
な
い
蝶
を
加
え
る
こ
と
で
、
詩
が
喚
起
す
る
悲
劇
性
と
画
が
連
想

さ
せ
る
吉
祥
性
を
相
向
か
わ
せ
、
多
義
的
な
読
み
を
可
能
に
し
て
い
る
と
も
言

え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
蝶
は
紅
蘭
が
得
意
と
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で
も
あ
る
。（
三

戸
）

梁
川
星
巌
の
款
記
と
印
章
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
青
棠
婭

能
蠲
忿　

丹
棘
連
娟
解
（
忘
）
憂　

一
種
人
間
好
花
草　

西
風
膓

断
不
勝
秋　

甲
午
正
陽
月
録
舊
製
為　

藤
井
子
開
賢
契　

梁
緯
」、
印
章
「
梁

緯
」（
白
文
方
印
）、「
公
圖
」（
朱
文
方
印
）

【
参
考
文
献
】
三
戸
信
惠
「
梁
川
紅
蘭
筆　

秋
卉
舞
蝶
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
國
華
社
、

二
〇
一
二 

年

18	

養よ
う

老ろ
う

瀑ば
く

布ふ

図ず	

江
馬
細
香
（1787 -1861

）

絹
本
墨
画　

一
幅　

安
政
六
年
（1859

）
冬

岐
阜
県
博
物
館
蔵

款
記
「
石
穿
鞋
底
渡
矼
行　

萬
樹
蓊
然
翠
靄
横　

未
到
瀑
泉
衣
已
冷　

派

流
捲
雪
百
雷
鳴　

養
老
瀑
布
眞
圖
己
未
冬
日
寫
此
併
録
以
遊
瀑
布

途
上
舊
製　

七
十
三
嫗
細
香
」

印
章
「
江
馬

々
」
（
白
文
方
印
）、「
細
香
女
史
」（
朱
文
方
印
）、「
湘

夢
」（
関
防
印
・
朱
文
長
方
印
）　

 

　

養
老
の
滝
を
正
面
か
ら
大
胆
に
描
い
て
い
る
。
養
老
の
滝
は
、
現
在
の
岐
阜

県
養
老
郡
養
老
町
に
あ
る
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
名
瀑
で
あ
る
。
細
香

が
住
ん
だ
大
垣
か
ら
近
く
、
天
保
元
年
（1830

）
九
月
、
四
四
歳
の
時
に
養
老

に
遊
ん
だ
際
の
、
詩
や
滝
を
描
い
た
作
品
《
養
老
の
瀧
》
（
岐
阜
県
歴
史
館
寄

託
）
も
あ
る
。
本
作
は
細
香
七
三
歳
の
時
の
作
品
で
、
非
常
に
あ
っ
さ
り
と
し

　

柳
の
下
、
仕
掛
け
た
網
の
傍
ら
に
ひ
と
り
の
高
士
が
静
か
に
坐
し
て
い
る
。

彼
が
漁
師
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
漁
楽
図
と
は
、
文
人
た
ち
が
憧
れ

た
悠
々
自
適
な
理
想
的
な
境
地
を
、
漁
夫
の
生
活
に
喩
え
て
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
夫
の
池
大
雅
（1723 -1776

）
に
も
《
倣ほ

う

王お
う

摩ま

詰き
つ

漁
楽
図
》
（
京
都
国
立

博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
大
雅
画
で
は
、
文
人
画
の
祖
と
言
わ
れ
る
王
維
（701 -

761

）
の
筆
法
に
倣
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、〈
漁
楽
〉
が
文
人
的
価

値
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

玉
瀾
の
画
風
は
、
基
本
的
に
大
雅
画
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
墨
画
淡
彩

の
清
澄
な
色
感
、
樹
葉
や
岩
の
描
き
方
、
あ
る
い
は
水
面
に
映
る
影
な
ど
、
い

ず
れ
も
大
雅
画
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
小
画
面
に
余
白
を
ほ
ど
よ

く
と
っ
て
洒
落
た
構
図
で
ま
と
め
た
点
に
は
、
玉
瀾
の
面
目
が
感
じ
ら
れ
る
。

遊
印
の
「
松
風
」
が
樹
葉
に
隠
れ
気
味
に
捺
さ
れ
る
の
も
、
玉
瀾
画
に
よ
く
見

受
け
ら
れ
る
。
画
面
の
大
き
さ
か
ら
判
断
し
て
、
元
は
画
帖
中
の
一
葉
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。（
仲
町
）

15	

山さ
ん

水す
い

図ず	

奥
田
（
大
島
）
来
禽
（
生
没
年
不
詳
）

紙
本
着
色　

一
幅　

 

一
八
世
紀
後
半

	

款
記
「
来
禽
」

	

印
章
「
来
」「
禽
」
（
朱
文
方
印
聯
印
）

　

水
辺
に
松
林
と
人
家
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
こ
ん
も
り
と
し
た
低
い
山
が
迫

る
。
中
国
の
雄
大
な
山
水
と
は
異
な
る
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
よ
う
な
日
本
の
風

景
を
思
わ
せ
る
。
山
を
登
る
小
道
に
は
東
屋
が
設
け
ら
れ
、
人
物
は
描
か
れ
て

い
な
い
な
が
ら
人
の
営
み
も
感
じ
さ
せ
る
。
中
景
の
空
間
処
理
な
ど
に
や
や
稚

拙
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
画
面
全
体
を
均
一
な
丁
寧
な
筆
致
で
描
き
、
親
し

み
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
落
款
は
「
来
禽
」、
印
章
「
来
」、

「
禽
」（
朱
文
方
印
）。

　

来
禽
の
作
品
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
く
活
動
時
期
も
短
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
年
記
の
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
は
、「
明
和
南
宗
画
帖
」（
東
京
国
立
博

物
館
）
に
《
山
水
図
》
（1770

年3

月
作
）、「
如
意
道
人
蒐
集
書
画
帖
」（
出
光

美
術
館
）
に
《
江
辺
茅
屋
図
》
（1792

〜94

年
頃
作
）
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

（
児
島
）

16	

墨ぼ
く

竹ち
く

図ず	
 

亀
井
少
琹
（1798 -1857

）

　

紙
本
墨
画　

一
幅　

嘉
永
二
年
（1849

）
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

款
記
「
栽
竹
無
如
冩　

子
猶
何
太
芳　

己
酉
初
夏　

少
琹
併
題
」

印
章
「
龜
友
士
」（
白
文
方
印
）、「
少
琹
女
史
」（
白
文
方
印
）、「
窈
窕
」

（
関
防
印
・
白
文
方
印
）

　

前
景
に
濃
墨
で
描
か
れ
た
細
い
竹
は
、
し
な
や
か
さ
の
中
に
も
凛
と
し
た
趣

を
た
た
え
、
画
面
を
統
べ
て
い
る
。
背
後
に
は
淡
墨
で
二
本
の
太
め
の
竹
稈
が

描
か
れ
、
画
面
に
奥
行
き
を
生
み
出
し
て
い
る
。
個
性
的
な
形
態
感
覚
、
独
特

の
構
図
、
速
度
感
の
あ
る
筆
運
び
な
ど
は
、
少
琹
が
墨
竹
図
の
制
作
に
、
こ
の

時
点
で
か
な
り
手
慣
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
事
実
、
墨
竹
は
少
琹
が
若

い
頃
よ
り
得
意
と
し
た
画
題
で
あ
っ
た
。
少
琹
の
自
賛
の
中
に
出
て
く
る
「
子

猶
」
と
は
、
竹
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
王
徽
之
（
中
国
東
晋
の
人
、
王
羲

之
の
子
、
字
は
子
猶
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
夫
の
雷
首
の
賛
は
、
司
馬
遷

の
『
史
記
』
巻
一
二
九
に
所
載
の
一
節
「
渭
川
千
畝
竹
（
中
略
）
此
其
人
皆
與

 51  52 



21	

山さ
ん

水す
い

図ず

巻か
ん	

林
珮
芳
（1799 -1879

）

　

紙
本
着
色　

一
巻　

安
政
四
年
（1857

）
七
月

	

款
記
「
丁
巳
初
秋
寫　

珮
芳
」

	

印
章
「
佩
芳
」（
朱
文
方
印
）

　

遠
く
に
山
並
み
が
連
な
る
水
辺
の
景
色
か
ら
始
ま
っ
た
一
巻
は
、
酒
旗
の
掲

げ
ら
れ
た
一
屋
あ
た
り
を
境
に
、
視
点
を
対
象
に
近
付
け
て
、
主
要
な
景
観
が

大
き
く
捉
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
四
阿
で
涼
を
と
り
な
が
ら
談
笑
し
て
い
る

高
士
や
、
山
間
の
瀟
洒
な
館
が
現
れ
、
自
然
の
中
で
自
適
に
過
ご
す
文
人
的

な
理
想
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
淡
彩
に
よ
る
清
澄
な
色
感
や
柔
軟
な
筆
線
に

よ
っ
て
、
秋
の
透
明
感
の
あ
る
景
色
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
画
風
は
、

珮
芳
が
伊
勢
を
訪
れ
た
長
崎
の
画
僧
・
鐵
翁
（1797 -1877

）
を
通
じ
て
学
ん

だ
、
中
国
・
清
の
山
水
画
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
文
化
元
年

（1804

）
の
初
来
日
以
降
、
数
回
の
来
日
記
録
が
あ
る
・
江
稼
圃
（
生
没
年
不

詳
）
の
《
倣
黄
公
望
山
水
図
》（
『
國
華
』939

号
所
載
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
江
稼
圃
画
の
中
に
は
、
大
正
八
年
（1919

）
ま
で
伊
勢
の
小
津
家
が
所

蔵
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

巻
頭
に
は
、
伊
勢
出
身
の
儒
者
・
斎
藤
拙
堂
（1797 -1865

）
に
よ
る
、
中
国

六
朝
時
代
の
詩
人
・
王
融
（467 -493

）
の
詩
句
の
一
節
「
貞
筠
抽
箭　

潤
璧
懐

山
」
を
記
し
た
題
が
あ
る
。
巻
末
の
別
紙
に
書
か
れ
た
跋
は
、
幕
末
明
治
に
活

躍
し
た
漢
詩
人
・
小
野
湖
山
（1814 -1910

）
の
自
作
の
五
言
絶
句
二
首
で
あ

る
。
珮
芳
五
九
歳
の
時
の
作
品
。（
仲
町
）

【
参
考
文
献
】
仲
町
啓
子
「
林
珮
芳
筆　

山
水
図
巻
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
國
華
社
、
二
〇
一
二
年

22	

江こ
う

村そ
ん

晩ば
ん

晴せ
い

図ず

・
雪せ

っ

景け
い

楊よ
う

柳り
ゅ
う

図ず　

  

谷
文
晁
（1763 -1840

）・
林
（
谷
）
幹
々
（1770 -99

）

絹
本
墨
画
淡
彩　

一
幅　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
一
二
月
・
一
八
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　

江
村
晩
晴
図　

款
記
「
江
村
晩
晴　

乙
卯
杪
冬
寫
於
寫
山
樓　

文
晁
」

　
　
　
　
　
　

印
章
「
文
」「
晁
」（
朱
文
方
印
聯
印
）

雪
景
楊
柳
図　

款
記
「
林
氏
幹
々
」

　
　
　
　
　
　

印
章
「
幹
」「
幹
」（
白
文
方
印
聯
印
）

　

上
に
谷
文
晁
と
、
下
に
そ
の
妻
で
あ
る
林
（
谷
）
幹
々
の
小
品
が
合
装
さ
れ

た
一
幅
で
あ
る
。《
江
村
晩
晴
図
》
は
款
記
か
ら
、
寛
政
七
年
（1795

）一
二

月
、
文
晁
三
三
歳
の
時
に
描
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
山
を
背
景
に
、
湖
中
に

浮
か
ぶ
小
島
に
育
つ
木
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
文
晁
が
中
国
画
を
学
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
構
図
の
源
泉
に
は
中
国
の
元
末
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
、
倪
瓉

の
作
品
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
描
写
は
異
な
り
、
浙
派
的
な
力
強
い
画
面
に

な
っ
て
い
て
、
文
晁
な
り
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
幹
々
の

《
雪
景
楊
柳
図
》
で
は
、
雪
に
覆
わ
れ
た
山
を
背
景
に
、
手
前
に
は
ご
つ
ご
つ

し
た
岩
と
葉
を
落
と
し
た
柳
の
木
々
、
浮
か
ぶ
小
舟
と
い
っ
た
水
辺
が
描
か
れ

て
い
て
、
雪
の
日
の
暗
く
寒
々
し
い
雰
囲
気
を
画
面
に
閉
じ
込
め
て
い
る
。
夫

婦
と
も
に
水
辺
の
景
で
関
係
深
い
作
品
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、《
雪
景
楊
柳

図
》
が
僅
か
に
大
き
く
、
後
世
で
一
幅
に
仕
立
て
た
可
能
性
も
あ
る
。（
太
田
）

【
参
考
文
献
】
河
野
元
昭
「
谷
文
晁
筆　

江
村
晩
晴
図　

谷
幹
々
筆　

雪
景
楊
柳
図
」『
國
華
』

一
三
九
七
号
、
國
華
社
、二
〇
一
二
年

た
筆
使
い
な
が
ら
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
滝
を
捉
え
、
墨
面
で
緑
茂
る
山
肌
か
ら

勢
い
良
く
流
れ
る
滝
を
表
現
し
て
い
る
。
箱
書
は
、
昭
和
三
〇
年
（1955

）

一
二
月
、
岐
阜
県
の
郷
土
史
家
で
あ
り
、『
梁
川
星
巌
翁　

附
紅
蘭
女
史
』

（
梁
川
星
巌
翁
遺
徳
顯
彰
會
、1925

年
）、
遺
稿
『
細
香
と
紅
蘭
』（
大
垣
・

1969

年
）
な
ど
、
先
駆
的
な
梁
川
星
巌
（1789 -1858

）
や
張
（
梁
川
）
紅
蘭

（1804 -79

）、
そ
し
て
細
香
の
研
究
を
行
な
っ
た
、
伊
藤
信
（
竹
東
山
人
・

1887 -1957

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。（
太
田
）
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雪せ
っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
ん
ず

中
生
筍
図	

江
馬
細
香
（1787 -1861

）

絹
本
墨
画　

一
幅　

安
政
四
年
（1857

）
冬

岐
阜
県
博
物
館
蔵

款
記
「
君
家
淡
竹
衷
精
誠　

幾
箇
新
筝
帯
雪
生　

知
得
蒼
天
厭
専
美　

欲

分
千
載
孟
宗
名　

丙
辰
冬
日
國
枝
氏
後
園
淡
竹　

雪
中
生
筍
寫
併

賦
賀
之　

七
十
一
歳
細
香
」

印
章
「
江
馬

々
」（
白
文
方
印
）、「
細
香
居
士
」（
朱
文
方
印
）、「
結
縁

翰
墨
」（
関
防
印
・
白
文
方
印
） 

　

雪
が
積
も
り
、
そ
の
重
み
で
た
わ
ん
だ
淡
竹
の
葉
の
先
に
は
、
呼
応
す
る
よ

う
に
、
地
面
の
雪
の
中
か
ら
、
出
た
ば
か
り
の
小
さ
な
筍
が
の
ぞ
い
て
い
る
。

細
香
の
讃
詩
の
と
お
り
、
わ
ず
か
に
雪
を
帯
び
て
い
る
。
國
枝
氏
の
庭
園
に
あ

る
淡
竹
に
、
筍
が
生
じ
た
様
を
描
き
祝
う
と
す
る
が
、
恐
ら
く
、
淡
竹
を
國
枝

氏
や
そ
の
家
族
に
喩
え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
國
枝
氏
や
家
族
の
そ
の

誠
実
さ
を
称
え
、
そ
の
子
供
達
が
生
ま
れ
育
ち
、
中
国
三
国
時
代
の
呉
の
人
、

孟
宗
の
よ
う
に
親
孝
行
で
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
祈
願
す
る
。
推
測
で
は
あ
る

が
、
出
産
な
ど
家
の
繁
栄
を
祝
う
出
来
事
を
背
景
に
し
た
作
品
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
極
端
な
濃
淡
を
つ
け
ず
、
穏
や
か
で
ど
こ
か
温
か
い
、
細
香
七
一
歳
の

作
品
で
あ
る
。《
養
老
瀑
布
図
》
と
と
も
に
箱
書
は
、
昭
和
三
〇
年
（1955

）

一
二
月
、
伊
藤
信
（
竹
東
山
人
・1887 -1957

）
に
よ
る
。（
太
田
）

20	

四し

君く
ん

子し

巻か
ん	

江
馬
細
香
（1787 -1861

）

　

紙
本
墨
画
淡
彩　

一
巻　

安
政
五
年
（1858

）
九
月

款
記
「
筆
海
難
済
得　

墨
波
元
渺
茫　

手
心
不
相
應　

至
竟
恨
無
航　

戊
午
晩
秋
為　

竹
圃
戸
倉
君
嘱
寄
此　

併
録
舊
製　

七
十
二
嫗
細

香
」

印
章
「
江
馬
裊
」（
白
文
方
印
）、「
湘
夢
」（
白
文
方
印
）、「
綴
風
」（
関

防
印
・
朱
文
楕
円
印
）

　

江
馬
細
香
に
よ
る
「
四
君
子
」
な
ど
を
描
い
た
画
が
一
一
図
と
讃
詩
と
、
そ

れ
に
寄
せ
た
、
岡
本
黄
石
（1812 -98

）
や
日
野
霞
山
（1788 -1872

）、
木
蘇

大
夢
、
岩
瀬
尚
菴
（
？-1871

）、
溪
毛
芥
（1818 -83

）、
藤
井
竹
外
（1807 -

66

）、
小
林
卓
斎
（1831 -1916

）
に
よ
る
詩
書
の
作
品
で
あ
る
。
細
香
が
安
政

五
年
（1858

）
に
、
戸
倉
竹
圃
（1832 -81

）
の
た
め
に
描
い
た
画
に
、
細
香

の
没
後
、
新
た
に
詩
書
を
寄
せ
て
巻
子
と
し
て
ま
と
め
た
よ
う
だ
。
蘭
、
竹
、

菊
、
梅
は
「
四
君
子
」
と
し
て
、
文
人
で
あ
る
多
く
の
知
識
人
た
ち
に
非
常
に

好
ま
れ
て
い
た
。
細
香
の
詩
は
、
自
分
の
画
力
の
未
熟
さ
を
憂
う
内
容
で
は

あ
る
が
、
筆
は
の
び
の
び
と
動
き
が
あ
り
、
細
や
か
な
墨
の
濃
淡
は
奥
行
を
作

り
空
間
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
細
香
七
二
歳
の
時
の
充
実
し
た
作
品
で
あ
る
。

（
太
田
）
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25	

蘭ら
ん

図ず	

江
馬
細
香
（1787 -1861

）

 

紙
本
墨
画　

二
曲
一
隻　

文
政
一
一
年
（1828

）
五
月

　
　

	

右
図　

款
記
「
戊
子
仲
夏
寫　

細
香
」

	

　
　
　

印
章
「
江
馬
細
香
」（
白
文
方
印
）

	

左
図　

款
記
「
戊
子
蒲
月
寫　

細
香
」

	

　
　
　

印
章
「
江
馬
」「
多
保
」（
白
文
方
印
聯
印
）

　

細
か
な
金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
地
の
上
に
水
墨
の
二
図
を
貼
付
け
た
、
二
曲

一
隻
の
風
炉
先
屏
風
で
、
清
雅
で
凛
と
し
た
趣
を
も
っ
て
い
る
。
右
の
扇
に
は

蘭
竹
図
が
、
左
の
扇
に
は
蘭
図
が
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
。
先
が
鉤
型
に
な
っ
た

笹
竹
の
葉
は
『
芥
子
園
画
伝
』
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
、
こ
う
し
た
図
譜
を
手

本
に
中
国
画
を
学
習
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
左
右
で
モ
チ
ー
フ
や
構
図
、
墨
の

濃
淡
に
対
比
的
な
変
化
を
つ
け
て
、
蘭
や
笹
竹
の
葉
が
弧
を
描
き
な
が
ら
繋

が
る
よ
う
な
、
流
れ
と
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
蘭
図
」
は
、
頼
山
陽

（1780 -1832

）
や
浦
上
春
琴
（1779 -1846

）
ら
に
よ
る
指
導
の
下
、
初
期
の

素
朴
で
力
強
い
表
現
か
ら
、
穏
や
か
で
瀟
洒
な
表
現
へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
は

山
陽
の
没
後
、
自
己
の
表
現
を
追
求
し
て
い
く
中
期
へ
と
展
開
し
て
い
く
過
渡

期
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
画
風
展
開
を
考
え
る
点
で
重
要
な
作
品
で
あ
り
、
山

陽
や
そ
の
周
辺
と
の
交
流
が
与
え
た
影
響
を
強
く
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
太
田
）

【
参
考
文
献
】
太
田
佳
鈴
「
江
馬
細
香
の
初
期
と
前
期
に
お
け
る
画
風
展
開
―
「
蘭
図
」
を
中
心

に
、
落
款
と
印
章
の
検
証
を
含
め
て
―
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館

報
』
第
九
号
、
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
、
二
〇
一
二
年

太
田
佳
鈴
「
江
馬
細
香
筆
蘭
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
國
華
社
、
二
〇
一
二
年

26	

墨
竹
図
（
「
翠
静
帖
」
よ
り
）	
張
（
梁
川
）
紅
蘭
（1804 -79

）

絹
本
墨
画　

三
帖
よ
り
一
図　

一
九
世
紀
中
頃

	

款
記
「
誰
見
此
君
能
勁
直　

山
中
八
月
別
成
春　

紅
蘭
張
氏
」

	

印
章
「
紅
」「
蘭
」（
白
文
方
印
聯
印
）

　

二
本
の
竹
が
重
な
る
よ
う
に
描
か
れ
、
一
方
は
濃
墨
で
、
他
方
は
先
端
を
薄

墨
で
描
写
さ
れ
、
遠
近
感
を
出
し
て
い
る
。
手
慣
れ
た
筆
致
で
小
画
面
に
竹
葉

を
巧
み
に
構
図
し
た
佳
品
と
言
え
る
。

　

本
図
は
「
古
家
氏
愛
蔵　

翠
静
帖
」
と
箱
書
き
さ
れ
た
、
三
帖
よ
り
な
る
画

帖
の
中
の
一
図
で
あ
る
。
画
帖
の
箱
裏
書
は
嘉
永
四
年
（1851

）
一
二
月
で
あ

り
、
同
画
帖
に
含
ま
れ
る
年
記
の
あ
る
作
品
は
、
ほ
ぼ
幕
末
期
の
嘉
永
元
年
か

ら
四
年
（1848 -51

）
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
紅
蘭
の
作
品
も
お
そ
ら
く
そ
の

時
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

下
田
歌
子
は
『
日
本
の
女
性
』（
実
業
の
日
本
社
、1913

年
）
の
「
徳
川
幕
府

時
代
の
婦
人
」
の
章
に
「
十
五　

梁
川
紅
蘭
」
を
立
て
、「
一
種
の
女
丈
夫
」
で

あ
っ
た
紅
蘭
の
生
涯
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
紅
蘭
の
〈
烈

女
〉
ぶ
り
は
、
沼
尻
絓
一
郎
編
『
現
今
英
名
百
首
』（1882

年
刊
）
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
明
治
期
に
は
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
。（
仲
町
）

27	

海か
い
ど
う
し
ょ
う
き
ん
ず

棠
小
禽
図	

野
口
小
蘋
（1847 -1917

）

絹
本
着
色　

一
幅　

明
治
四
三
年
（1910

）
四
月 

	

款
記
「
明
治
庚
戌
首
夏　

小
蘋
女
史
」

	

印
章
「
埜
親
之
印
」（
白
文
方
印
）、「
小
蘋
女
史
」（
朱
文
方
印
）

23	
山
水
図	

谷
舜
英
（1772 -1832

）

　

絹
本
着
色　

一
幅　

文
政
四
年
（1821

）
秋
以
前

　
　

	

款
記
「
舜
英
」

	

印
章
「
舜
英
」（
朱
文
瓢
印
）

　

舜
英
は
、
谷
文
晃
の
妹
で
他
に
数
点
の
山
水
画
が
知
ら
れ
て
い
る
。こ
の
作

品
は
、
画
面
中
央
に
大
き
く
そ
び
え
る
独
特
の
形
の
主
峰
が
目
を
引
く
。
峰
に

懸
か
る
滝
、
疎
林
、
酒
旗
を
掲
げ
た
茶
店
と
小
橋
を
渡
る
文
人
が
小
さ
く
描
か

れ
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
と
基
本
構
図
は
、『
芥
子
園
画
伝
』
な
ど
で
知
ら
れ
て

い
た
明
清
山
水
画
の
定
型
で
あ
る
。
ま
た
、
皴
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、
淡
彩
や

淡
墨
を
軽
く
刷
く
画
法
は
、
当
時
伝
来
し
て
い
た
明
末
の
藍
瑛
派
の
流
れ
を
汲

む
と
考
え
ら
れ
る
。
鷹
揚
な
描
き
ぶ
り
か
ら
、
他
の
舜
英
画
や
兄
の
作
品
に
は

な
い
、
お
お
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

左
上
に
は
、
夫
で
幕
府
町
方
同
心
職
の
中
田
粲
堂
が
七
言
絶
句
詩
を
着
賛
し
、

そ
こ
に
文
政
四
年
（1821

）
の
年
記
が
あ
る
。
時
に
舜
英
五
〇
歳
、
同
時
期
の

作
か
、
或
い
は
賛
の
内
容
か
ら
旧
作
へ
着
賛
し
引
越
祝
と
し
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
兄
文
晁
を
中
心
に
集
う
、
幕
末
江
戸
の
市
井
の
文
人
文
化
の
一
端
を
伝
え

る
作
品
で
あ
る
。
中
田
粲
堂
の
賛
と
大
意
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。（
宮
崎
）

　

琪
樹
蒼
黄
一
逕
寒　

 

聳
え
る
木
々
は
黄
色
く
色
づ
き
、
小
道
が
閑
散
と
続
く
。

　

停
筇
恰
好
隔
渓
看　

 

杖
を
止
め
た
と
こ
ろ
は
、渓
流
の
彼
方
を
望
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

移
家
飽
飲
峰
巒
竟　

 

引
越
し
祝
い
の
酒
を
飲
み
飽
き
て
深
山
の
境
を
思
い
、

　

嶧
崘
不
嫌
来
径
難　

 

山
道
の
険
し
さ
を
い
と
わ
ず
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
。

　

辛
巳
秋
日　

粲
堂
題   

辛
巳
＝
文
政
四
年
（1821

）

24	

竹た
け

・
菊き

く

図ず	

河
邊
青
蘭
（1868 -1931

）

紙
本
墨
画　

双
幅　

大
正
二
年
（1913

）
五
月　

 

右
幅　

款
記
「
青
蘭
女
史
寫
」

　
　
　

印
章
「
河
邉
元
印
」（
白
文
方
印
）、「
青
蘭
」（
朱
文
方
印
）

左
幅　

款
記
「
佳
節
逢
吹
帽　

黄
金
染
菊
叢　

淵
明
何
處
飲　

三
徑
吟
香

　
　
　

  

中　

癸
丑
仲
夏　

蕉
雪
廬
中
青
蘭
女
史
畫
意
」

　
　
　

印
章
「
河
邉
元
印
」（
白
文
方
印
）、「
青
蘭
」（
朱
文
方
印
）、「
眉

　
　
　

  

月
」（
関
防
印
・
朱
文
半
月
印
）

　　

四
君
子
（
蘭
・
菊
・
梅
・
竹
）
よ
り
竹
と
菊
を
取
り
上
げ
、
筍
が
添
え
ら
れ

た
竹
図
の
春
と
菊
図
の
秋
で
、
春
秋
を
表
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
以
来
多
く
の

南
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
描
き
継
が
れ
て
き
た
文
人
風
の
墨
竹
図
や
墨
菊
図
の
伝

統
を
、
青
蘭
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
る
。
菊
図
に
施
さ
れ
た
賛
は
、
王

十
朋
（1112 -71

）
の
「
取
荘
園
花
卉
目
為
十
八
香
以
菊
冷
香
（
荘
園
の
花
卉
を

取
り
て
目
し
て
十
八
香
を
為
す
に
、
菊
を
以
て
冷
香
と
す
）」
と
題
さ
れ
た
五
言

絶
句
で
あ
る
。
詩
で
は
、
孟
嘉
吹
帽
の
故
事
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
重
陽
の
佳
節

の
こ
ろ
、
黄
色
の
美
し
い
菊
叢
は
ま
る
で
黄
金
の
よ
う
で
あ
り
、
菊
と
飲
酒
を

好
ん
だ
陶
淵
明
（365 -427

）
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、
菊
に
包
ま
れ
た
三
徑
（
漢

の
蒋
詡
が
、
庭
の
三
筋
の
小
道
に
松
・
菊
・
竹
を
植
え
た
故
事
か
ら
、
庭
を
表

す
）
が
冷
香
に
包
ま
れ
て
い
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
。
青
蘭
四
六
歳
の
時
の
作

品
。
小
品
な
が
ら
墨
技
も
上
達
か
つ
安
定
し
、
賛
を
書
く
筆
跡
も
一
段
と
手
慣

れ
て
き
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。（
仲
町
）

【
参
考
文
献
】
仲
町
啓
子
「
収
蔵
品
紹
介　

河
辺
青
蘭
特
集　

三
、
竹
・
菊
図
」（『
実
践
女
子
学
園
香

雪
記
念
資
料
館
館
報
』
第
一
一
号
、
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
、
二
〇
一
四
年
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29	

有う

卦け

の
七な

な
し
ゅ種	

跡
見
花
蹊
（1840 -1926

）

　
　
　

紙
本
着
色　

一
幅　
　

一
九
世
紀
中
頃

	

款
記
「
花
蹊
女
史
」

　
　

 

印
章
「
華
蹊
」（
白
文
長
方
印
）

　

作
品
を
収
め
る
箱
の
表
に
、
花
蹊
の
筆
跡
で
「
有
卦
の
七
種
」
と
画
題
が
記

さ
れ
て
い
る
。
有
卦
（
う
け
）
と
は
、
陰
陽
道
で
吉
事
が
続
く
七
年
間
の
こ
と

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
有
卦
に
入
っ
た
人
は
、
福
に
通
じ
る
「
ふ
」
の
字

の
つ
く
も
の
を
描
い
た
有
卦
絵
を
飾
っ
た
り
、
贈
ら
れ
た
り
す
る
風
習
が
あ
っ

た
。
画
面
に
は
、
下
か
ら
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
フ
ジ
、
ボ
タ
ン
（
富
貴
〈
フ
ウ

キ
〉）、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
（1685

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
花
壇
地
錦

抄
』
に
よ
る
と
「
金
風
花
キ
ン
フ
ウ
ケ
」
と
も
言
っ
た
）、
フ
ヨ
ウ
、
フ
ジ
バ
カ

マ
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

箱
の
裏
に
は
「
予
此
画
七
十
年
前
作
也　

花
蹊
女
史
識　

年
八
十
有
六
」
と

認
め
ら
れ
て
い
る
。
亡
く
な
る
前
年
の
そ
の
箱
書
に
拠
れ
ば
、
こ
の
絵
は
花
蹊

の
一
〇
代
後
半
（
江
戸
時
代
最
末
期
の1850

年
代
後
半
頃
）
の
作
品
と
な
る
。

有
卦
に
入
っ
た
祝
い
に
描
い
た
縁
起
の
良
い
作
品
を
、
記
念
と
し
て
終
世
手
元

に
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
り
取
ら
れ
た
草
花
（
い
わ
ゆ
る
切
枝
）
を

一
画
面
に
構
成
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
渡
辺
崋
山
（1793 -1841

）
ら
の

南
画
家
た
ち
の
先
例
が
あ
り
、
描
法
も
そ
れ
ら
に
近
く
、
南
画
風
の
清
楚
な
佳

品
と
な
っ
て
い
る
。（
仲
町
）

30	

山さ
ん

水す
い

図ず	

跡
見
花
蹊
（1840 -1926

）

絹
本
墨
画　

一
幅　

明
治
七
年
（1874

）
秋

実
践
女
子
大
学
蔵

款
記
「
佳
景
天
成　

満
眼
山
川　

図
画
雅
懐
自
得　

四
時
風
月
楼
臺　

時

甲
戌
之
秋　

花
蹊
寫
意
」

印
章
「
跡
見
滝
」（
白
文
方
印
）、「
華
蹊
」（
朱
文
方
印
）「
平
言
」（
関

防
印
・
白
文
方
印
）

　　

画
面
中
央
に
は
、
山
深
い
景
勝
の
水
辺
に
作
ら
れ
た
懸

か
け
づ
く
り造

の
一
屋
が
見
え
る
。

手
前
の
二
本
の
木
は
、
特
徴
が
分
か
り
難
い
が
、
お
そ
ら
く
松
で
あ
ろ
う
。
急
流

の
水
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
す
が
す
が
し
い
景
観
で
あ
る
。
明
治
七
年
秋
の
頃

の
『
跡
見
花
蹊
日
記
』（
学
校
法
人
跡
見
学
園
、2005

年
）
か
ら
は
、
終
日
絵
を

揮
毫
し
た
り
、
弟
子
に
絵
の
稽
古
を
つ
け
た
り
し
て
い
る
当
時
の
花
蹊
の
様
子
が

窺
わ
れ
る
。
東
京
・
神
田
に
校
舎
を
新
築
し
、
実
質
的
な
跡
見
女
学
校
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
の
は
、
同
八
年
で
あ
っ
た
。
花
蹊
三
五
歳
の
時
の
作
品
。（
仲
町
）　

　　
　31	

桜お
う

花か

飛ひ

燕え
ん

図ず	

跡
見
玉
枝
（1858 -1943

）

　
　

絹
本
着
色　

一
幅　

一
九
世
紀
後
半
ー
二
〇
世
紀
前
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

款
記
「
玉
枝
女
史
」　

	

印
章
「
跡
見
玉
枝
」（
白
文
方
印
）

　

多
く
の
花
を
つ
け
た
枝
垂
れ
桜
に
、
二
匹
の
燕
が
ま
る
で
花
を
啄
み
に
来
た

か
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
る
。
画
面
の
左
下
か
ら
右
上
に
伸
び
る
し
っ
か
り
と
し

た
太
い
幹
に
交
差
す
る
よ
う
に
、
左
上
か
ら
右
下
へ
と
花
を
つ
け
た
細
い
枝
が

　

画
面
左
下
か
ら
右
上
へ
伸
び
る
淡
紅
色
の
花
を
つ
け
た
海
棠
の
幹
に
、
二
羽

の
尾
の
長
い
鳥
が
と
ま
り
、
樹
上
を
三
羽
の
小
禽
が
飛
ぶ
姿
が
描
か
れ
る
。
尾

の
長
い
鳥
は
綬
帯
鳥
（
寿
帯
鳥
）、
樹
上
を
飛
ぶ
鳥
は
白
頭
翁
（
シ
ロ
ガ
シ
ラ
）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
種
の
鳥
は
、
古
来
、
吉
祥
画
題
と
し
て
好
ま
れ
、
実
在
の

鳥
を
装
飾
化
し
て
描
か
れ
た
。『
沈
南
蘋
画
図
百
幅
』（
長
崎
の
通
訳
が
、
中
国

人
に
清
代
の
画
家
沈
南
蘋
（1682

ー
？
）
の
百
幅
の
画
の
画
題
の
意
味
を
尋
ね

て
記
し
た
も
の
）
に
は
、
海
棠
の
「
棠
（tang

）」
が
「
堂
」
と
同
じ
音
で
あ

る
こ
と
か
ら
堂
上
を
意
味
し
、
白
頭
翁
を
父
母
に
喩
え
て
、
堂
上
に
父
母
が
相

揃
っ
て
居
る
こ
と
を
意
味
す
る
《
堂
上
白
頭
図
》
が
載
る
。
堂
上
は
父
母
を
、

白
頭
翁
は
長
寿
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
父
母
の
長
寿
を
願
う
図
と
考
え
ら
れ

る
。
本
図
で
は
、
海
棠
と
白
頭
翁
に
、
更
に
繁
栄
を
意
味
す
る
綬
帯
鳥
を
組
み

合
せ
て
、
父
母
の
長
寿
と
繁
栄
を
願
う
図
と
し
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
画
面

下
方
に
描
か
れ
る
菊
も
、
重
陽
の
節
句
に
菊
酒
を
酌
ん
で
、
長
寿
延
年
を
祈
る

な
ど
長
寿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
本
図
を
収
め
る
箱
に
は
、

小
蘋
の
娘
郁
（
号
は
小
蕙
、1878 -1945

）
に
よ
っ
て
、
蓋
表
に
は
「
先
妣
小
蘋

女
史
筆　

海
棠
小
禽
之
圖
」
と
い
う
題
、
蓋
裏
に
は
「
大
正
己
未
瑞
月　

小
蕙

郁
謹
題
」
と
書
さ
れ
、
こ
の
箱
書
が
、
小
蘋
が
亡
く
な
っ
て
二
年
後
の
大
正
八

年
（1910

）
一
月
に
書
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。（
山
盛
） 

28	

松し
ょ
う
か
こ
て
い
ず

下
孤
亭
図	

野
口
小
蘋
（1847 -1917

）

絹
本
着
色　

一
幅　

明
治
三
三
年
（1900

）
七
月

個
人
蔵

款
記
「
白
雲
出
没
碧
崔
嵬　

林
下
茅
亭
人
未
回　

松
起
涛
声
寒
暮
色　

瀑

泉
飛
霧
湿
衣
来　

明
治
庚
子
新
秋　

寫
於
閒
雲
野
鶴
艸
堂　

雪
峰
先

生
一
粲　

小
蘋
野
口
親
」

	

印
章
「
印
文
不
明
」（
方
印
）、「
印
文
不
明
」（
方
印
）

　

画
面
中
央
に
は
岩
の
上
に
立
つ
三
本
の
松
樹
、
左
下
に
は
藁
葺
き
屋
根
の
東

屋
が
見
え
、
右
側
に
は
水
が
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。
松
樹
の
背
後
に
聳
え
立
つ

峰
の
中
央
に
は
滝
が
流
れ
落
ち
る
の
が
見
え
る
。
手
前
か
ら
奥
へ
松
樹
、
東
屋

と
水
辺
、
滝
、
峰
々
と
モ
チ
ー
フ
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
画
面
を
見
る
者
の
視

線
が
自
然
に
奥
へ
と
導
か
れ
る
。
輪
郭
線
に
は
主
に
水
墨
が
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
所
々
に
淡
い
藍
や
緑
を
賦
す
こ
と
で
山
深
い
地
の
清
涼
な
大
気
が
あ
ら
わ

さ
れ
る
。
そ
の
奥
行
き
感
と
色
感
に
よ
り
、
小
さ
い
画
面
な
が
ら
広
々
と
し
た

空
間
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
図
は
、
小
蘋
の
長
女
郁
（
号
は
小
蕙
、1878 -1945

）

が
、
母
の
十
三
回
忌
に
あ
た
る
昭
和
四
年
（1929

）
一
〇
月
に
東
京
美
術
倶

楽
部
で
開
催
し
た
「
小
蘋
遺
墨
展
」
に
出
品
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
図
録
に

「
渡
辺
雪
峰
氏
蔵
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
図
を
収
め
る
箱
に
は
郁
に
よ
る

同
年
の
箱
書
が
あ
る
。
恐
ら
く
遺
墨
展
の
た
め
に
、
雪
峰
（1868 -1949

）
か

ら
本
図
を
借
用
し
た
際
に
郁
が
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
雪
峰
は
東
京
や
郷
里
の
富

士
吉
田
で
活
躍
し
た
南
画
家
・
書
家
で
あ
る
。
讃
文
中
の
「
雪
峰
先
生
一
粲
」
と

い
う
言
葉
か
ら
、
五
四
歳
の
小
蘋
が
本
図
を
三
三
歳
の
雪
峰
の
た
め
に
描
き
、

讃
を
書
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
二
五
年
（1892

）、
小
蘋
の
夫
野
口
正
章

（1849 -1922

）
が
自
身
の
父
野
口
正
忠
（
号
は
柿
邨
、1822 -92

）
の
古
希
祝

賀
会
（1892

）
の
概
要
を
『
か
さ
し
の
花
』（1893

）
に
記
録
し
て
い
る
が
、
そ

こ
に
雪
峰
か
ら
柿
邨
に
贈
ら
れ
た
《
不
老
万
年
図
》
と
《
受
天
百
禄
図
》
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、
雪
峰
と
野
口
家
と
の
交
流
が
こ
の
時
期
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。（
山
盛
） 
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垂
れ
て
く
る
構
図
が
お
も
し
ろ
い
。
白
い
花
は
一
輪
ご
と
、
花
弁
の
先
に
ほ
の

か
に
紅
色
で
丁
寧
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
、
薄
緑
の
花
の
中
央
に
は

細
か
く
蕊
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
舞
い
落
ち
る
花
弁
が
見
え
、

可
憐
な
作
品
で
あ
る
。

　

桜
は
玉
枝
が
最
も
愛
し
、
繰
り
返
し
描
い
た
と
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
桜
を
得
意
と
し
た
画
家
は
多
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
三
熊

思
孝
（1730 -90

）
を
は
じ
め
と
す
る
三
熊
派
が
桜
を
多
く
描
い
た
。
和
歌
を

宮
崎
（
桜
戸
）
玉
緒
（1828 -96
）
に
学
ん
だ
が
、
彼
は
三
熊
派
の
織
田
瑟
々

（1779 -1832

）
の
流
れ
を
く
む
画
家
で
も
あ
り
、
玉
枝
に
桜
の
魅
力
を
伝
え
た

と
い
う
。（
太
田
）

　
32	

豆ま
め
が
じ
ょ
う

画
帖

 

甲
斐
虎
山
（1867 -1961

）・
甲
斐
和
里
子
（1868 -1962

）

紙
本
着
色　

四
帖
よ
り
四
図　

昭
和
八
年
ー
二
八
年
（1933 -53

）

実
践
女
子
大
学
蔵

	

蕨
図　
　

款
記
「
甲
戌
五
月
之
吉　

寫
於
久
住
山
暢
神
荘　

簡
」

	

　
　
　
　

印
章
「
虎
」（
白
文
方
印
）「
山
」（
朱
文
方
印
・
聯
印
）

	

　
　
　
　

款
記
「
ふ
た
り
つ
れ　

く
ち
う
の
い
ほ
に　

ふ
た
よ
ね
て

	

　
　
　
　
　
　
　

か
か
す
う
た
わ
す　

わ
ら
ひ
の
み
を
る　

わ
り
子
」

	

眠
猫
図　

款
記
「
昭
和
乙
亥
九
月
二
九　

日
光
廟
参
拝
」

	

　
　
　
　

印
章
「
虎
」（
白
文
方
印
）「
山
」（
朱
文
方
印
・
聯
印
）

	

茶
碗
図　

印
章
「
虎
」（
白
文
方
印
）「
山
」（
朱
文
方
印
・
聯
印
）

	

　
　
　
　

款
記
「
と
ゝ
せ
こ
し　

思
ひ
わ
た
れ
る　

こ
の
て
ら
の

	

　
　
　
　
　
　
　

さ
か
り
の
花
を　

ひ
も
す
か
ら
見
る　

わ
り
子
」

	

松
島
図　

款
記
「
松
島
」

	

　
　
　
　

印
章
「
虎
山
」（
朱
文
長
方
印
）

　

甲
斐
虎
山
（
名
は
駒
蔵
ま
た
は
簡
）・
和
里
子
夫
妻
に
よ
る
合
作
。
四
帖
の

豆
画
帖
に
は
虎
山
の
画
三
九
図
と
漢
詩
四
首
、
和
里
子
の
和
歌
五
首
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
一
部
に
年
記
が
書
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
八
年
（1933

）
か
ら
同

二
八
年
（1953

）
の
間
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
夫
妻
は
共
に

教
職
を
辞
し
、
し
ば
し
ば
旅
を
楽
し
む
悠
々
自
適
の
生
活
で
あ
っ
た
。
同
九
年

（1934

）
五
月
作
の
《
蕨
図
》
は
、
大
分
県
竹
田
市
の
久
住
山
の
山
荘
で
描
か

れ
て
い
る
。
同
年
の
虎
山
の
日
記
に
四
月
一
七
日
に
船
で
別
府
に
赴
い
た
と
い

う
記
述
が
あ
り
、
虎
山
の
故
郷
の
大
分
を
夫
婦
で
ゆ
っ
た
り
と
旅
す
る
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。
和
里
子
の
歌
か
ら
も
旅
先
で
の
二
人
の
仲
睦
ま
じ
さ
が
伝
わ

る
。
翌
年
九
月
の
年
記
の
あ
る
《
眠
猫
図
》
の
前
に
は
華
厳
滝
、
中
禅
寺
湖
を

描
い
た
図
が
見
え
、
虎
山
が
日
光
の
旅
を
満
喫
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。《
茶
碗

図
》
の
直
前
に
は
昭
和
一
四
年
（1939

）
四
月
一
九
日
に
虎
山
が
京
都
の
常
照

皇
寺
の
桜
を
描
い
た
《
桜
図
》
と
和
里
子
が
花
を
詠
ん
だ
歌
が
見
え
る
。
常
照

皇
寺
の
「
九
重
桜
」
は
し
だ
れ
桜
の
名
木
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
前
年
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
和
里
子
の
歌
か
ら
も
憧
れ
の
桜
の
満
開
の

様
を
終
日
楽
し
む
喜
び
が
伝
わ
る
。
画
帖
に
は
《
松
島
図
》
の
他
に
も
、
天
橋

立
、
妙
義
山
、
筑
波
山
、
富
士
山
、
生
野
島
（
現
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町

東
野
）、
秋
芳
洞
な
ど
虎
山
の
旅
先
と
思
わ
れ
る
図
が
多
く
見
ら
れ
、
和
里
子
の

歌
も
旅
先
の
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
画
に
も
文
字
に
も
い
ず
れ
も
簡
略
で

早
い
筆
致
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旅
先
で
即
興
的
に
描
き
、
詠
み
、

書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
画
帖
に
あ
ま
り
破
損
は
見
え
な
い
が
、
画
帖
を
収

め
る
帙
の
傷
み
が
激
し
い
こ
と
も
、
外
出
先
や
旅
先
に
常
に
携
え
て
い
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。（
山
盛
）
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13 

和
歌
扇
面
・
風
竹
図
扇
面

17 

秋
卉
舞
蝶
図

24 

、
竹
・
菊
図

29 

有
卦
の
七
種

31 

桜
花
飛
燕
図

32 

豆
画
帖
「
蕨
図
」

落
款
・
印
章

６ 

菊
慈
童
図

15 
山
水
図

16 

墨
竹
図

10 

花
鳥
図
屏
風

11 

須
磨
桜
真
図

14 

漁
楽
図

７ 

紫
式
部
図

８ 

唐
美
人
図

３ 
唐
美
人
図

４ 

美
人
図

５ 

旭
日
寿
老
図

30 

山
水
図

22 

雪
景
楊
柳
図

25 

蘭
図

23 

山
水
図

26 

墨
竹
図
（
「
翠
静
帖
」
よ
り
）

27 

海
棠
小
禽
図

21 

山
水
図
巻

20 

四
君
子
巻
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作
家
解
説　
※
五
十
音
順

跡あ
と
　
み
　
か
　
け
い

見
花
蹊	

 

天
保
一
一
年
ー
大
正
一
五
年
（1840 -1926

）

　

摂
津
国
西
成
郡
木
津
村
（
現
在
の
大
阪
市
浪
速
区
）
に
、
父
・
重
敬
、
母
・

幾
野
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
寺
子
屋
を
営
ん
で
い
た
。
名
は
滝
野
、

ま
た
木
花
。
西
成
と
号
す
。
幼
少
時
よ
り
書
や
画
な
ど
を
習
い
、
一
二
歳
よ

り
石
垣
東
山
（1806 -76
）
ら
に
つ
い
て
画
を
学
ぶ
。
一
七
歳
の
時
、
京
都
に

て
、
頼
山
陽
門
下
の
宮
原
節
庵
（1806 -85

）
に
漢
学
、
詩
文
、
書
を
、
円
山

応
立
（1817 -75

）
や
中
島
来
章
（1796 -1871

）
そ
し
て
日
根
対
山
（1813 -

69

）
か
ら
画
を
学
ん
だ
。
安
政
六
年
（1859
）
大
坂
に
戻
り
、
父
の
私
塾
「
跡

見
塾
」
を
継
い
だ
。
慶
応
二
年
（1866

）
京
都
に
移
っ
て
私
塾
を
開
く
。
明
治

三
年
（1870

）
京
都
の
私
塾
を
閉
じ
て
上
京
し
、
東
京
神
田
猿
楽
町
で
私
塾
を

開
く
。
次
い
で
同
八
年
に
東
京
・
神
田
（
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
）
に
「
跡

見
女
学
校
」
を
開
校
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
跡
見
学
園
の
出
発
と
な
っ
て
い

る
。
女
子
教
育
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
日
本
画
家
書
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

明
治
初
期
に
上
京
し
、
私
塾
か
ら
や
が
て
女
学
校
の
創
立
へ
と
向
か
っ
た
点
で

は
、
下
田
歌
子
の
経
歴
と
重
な
っ
て
い
る
。（
仲
町
）

跡あ
と

見み

玉ぎ
ょ
く

枝し	

安
政
五
年
ー
昭
和
一
八
年
（1858 -1943

）

　

旧
紀
州
新
宮
藩
士
、
跡
見
勝
三
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
勝
子
。
一
〇

代
で
父
方
の
従
姉
、
跡
見
花
蹊
（1840 -1926

）
か
ら
京
都
で
絵
画
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
絵
画
を
長
谷
川
玉
峰
（1822 -1879

）、
望
月
玉
泉
（1834 -

1913

）
、
和
歌
を
宮
崎
（
桜
戸
）
玉
緒
（1828 -1896

）
ら
に
師
事
し
た
。

二
〇
歳
で
京
都
高
等
女
学
校
で
写
生
画
の
教
師
を
勤
め
る
。
以
後
、
京
都
府
画

学
校
に
も
勤
務
し
て
い
た
が
、
明
治
一
九
年
（1886

）
六
月
二
日
に
フ
ェ
ノ
ロ

サ
の
講
演
を
聞
き
、
翌
日
、
岡
倉
天
心
と
も
面
会
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
本
格

的
に
画
家
を
目
指
し
上
京
し
た
。
玉
枝
は
上
京
後
、
生
活
費
を
得
る
た
め
、
花

蹊
が
開
設
し
た
跡
見
学
校
や
共
立
女
子
職
業
学
校
、
成
立
学
舎
女
子
部
な
ど
で

教
師
を
し
な
が
ら
、
日
本
美
術
協
会
展
覧
会
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
記
念
万
国
博
覧

会
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
な
ど
多
く
の
展
覧
会
に
出
品
し
、
褒
状
を
受
け
て
い

る
。（
太
田
）

江え

馬ま

細さ
い

香こ
う	

天
明
七
年
ー
文
久
元
年
（1787 -1861

）

　

大
垣
藩
医
、
江
馬
蘭
斎
（1747 -

1838

）
の
長
女
と
し
て
天
明
七
年

（1787

）、
美
濃
国
安
八
郡
藤
江
村
（
現
岐
阜
県
大
垣
市
）
に
生
ま
れ
た
。

名
は
多
保
、
裊
、

、
嫋
、
猗
々
、
字
は
細
香
、
号
は
湘
夢
。
蘭
斎
は
漢
方

医
で
あ
っ
た
が
寛
政
四
年
（1792

）、
四
六
歳
の
時
に
江
戸
へ
出
て
蘭
方
医

と
な
り
、
寛
政
七
年
（1795

）
に
は
大
垣
で
蘭
学
塾
を
開
い
た
。
文
化
一
〇

年
（1813

）
、
美
濃
を
遊
歴
中
だ
っ
た
頼
山
陽
（1780 -1830

）
が
蘭
斎
を
訪

ね
た
際
、
細
香
は
山
陽
に
入
門
す
る
。
細
香
は
そ
の
後
し
ば
し
ば
京
都
を
訪

れ
、
各
地
を
旅
し
、
山
陽
や
浦
上
春
琴
（1779 -1846

）、
大
倉
笠
山
（1785 -

1850

）・
吉
田
袖
蘭
（1797 -1866

）
夫
妻
ら
多
く
の
知
識
人
達
と
交
流
し
、
詩

画
を
学
ん
だ
。
ま
た
梁
川
星
巌
（1789 -1858

）・
張
（
梁
川
）
紅
蘭
（1804 -

1879

）
夫
妻
ら
美
濃
の
知
識
人
達
と
詩
社
・
白
鷗
社
を
結
成
し
、
詩
会
を
開
き

親
し
く
交
流
し
た
。
後
に
、
大
垣
藩
士
の
小
原
鉄
心
（1817 -1872

）
ら
と
黎

祁
吟
社
、
咬
菜
社
を
結
ん
で
、
文
久
元
年
（1861

）
に
七
五
歳
で
没
す
る
ま
で

活
発
な
詩
画
の
制
作
活
動
に
つ
と
め
た
。
没
後
に
は
『
湘
夢
遺
稿
』
と
し
て
詩

集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
太
田
）

奥お
く

田だ

（
大お

お
し
ま島

）
来ら

い
き
ん禽	

生
没
年
不
詳

　　

書
画
に
優
れ
篆
刻
家
と
し
て
も
名
高
い
高
芙
蓉
（1722 -84

）
の
妻
で
、
や
は

り
書
画
に
優
れ
た
と
さ
れ
る
。
高
芙
蓉
の
姓
大
島
に
よ
っ
て
大
島
来
禽
の
名
で
呼

ば
れ
る
が
、『
平
安
人
物
志
』
天
明
二
年
（1782

）
版
の
画
家
の
部
で
は
「
奥
田

氏　

名
来
禽 

源
芙
蓉
妻 

衣
店
竹
屋
町
下
ル
町　

蘿
井
」
と
記
し
て
い
る
。「
蘿ら

井い

氏
」
を
旧
姓
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
星
野
鈴
「
大
島
来
禽
筆　

江
辺
茅
屋
図
」

（
『
國
華
』976

号
、1975

年1

月
）
は
「
奥
氏
女
繢
筆
」
の
白
文
方
印
が
あ
る
こ

と
か
ら
奥
田
氏
を
旧
姓
と
し
た
。
来
禽
の
別
名
と
し
て
「
蘿
井
」
と
名
乗
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
高
芙
蓉
に
篆
刻
を
学
ん
だ
桃も

も

西せ
い

河か

（1748 -1810

）『
坐
臥
記
』
は
、

来
禽
が
儒
学
者
伊
藤
東
所
の
家
で
働
い
て
い
た
折
に
芙
蓉
と
出
会
い
、
伊
藤
の
娘

と
し
て
芙
蓉
に
嫁
い
だ
と
伝
え
て
い
る
。（
児
島
）

織お

田だ

瑟し
つ

々し
つ	

安
政
八
年
ー
天
保
三
年
（1779 -1832

）

　

安
永
八
年
織
田
信
長
（1534 -82

）
の
九
男
信
貞
（1574 -1624

）
の
末
裔
・

津
田
貞
秀
（
生
没
年
不
詳
）
の
娘
と
し
て
川
合
寺
（
現
在
の
滋
賀
県
東
近
江

市
）
に
生
ま
れ
た
。
一
〇
代
で
結
婚
し
て
京
都
に
住
み
、
桜
画
の
名
手
三
熊

思
孝
（1730 -94

）
の
妹
・
露
香
（1801

年
頃
没
）
に
つ
い
て
絵
を
学
ん
だ
。

一
〇
代
で
夫
と
死
別
。
そ
の
後
、
故
郷
に
帰
り
、
彦
根
藩
士
と
再
婚
。
一
男

（
貞
逸
）
を
も
う
け
た
が
、
三
五
歳
で
二
度
目
の
夫
と
も
死
別
し
た
。
四
〇
歳

代
末
頃
に
記
し
た
落
款
「
平
朝
臣
織
田
信
長
公
八
世
孫
貞
逸
母
」
か
ら
は
、
彼

女
が
織
田
氏
の
血
を
引
く
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
た
こ
と
と
同
時
に
、
成
人
し

た
息
子
を
世
に
出
し
た
い
と
願
う
親
心
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
五
〇
歳
前
後
で
剃

髪
し
、
天
保
三
年
、
享
年
五
四
歳
で
没
し
た
。
一
〇
代
の
終
わ
り
か
ら
故
郷
に

留
ま
り
、
し
だ
い
に
師
の
画
風
か
ら
も
離
れ
て
、
専
ら
身
近
な
桜
樹
を
観
察
し

つ
つ
、
生
命
力
に
溢
れ
た
独
特
の
桜
画
を
終
世
追
求
し
続
け
た
。
そ
の
絵
は
菩

提
寺
で
あ
る
近
江
の
西
蓮
寺
周
辺
の
人
々
か
ら
、
今
も
な
お
愛
惜
さ
れ
て
い

る
。（
仲
町
）

甲か

斐い

和わ

里り

子こ	

慶
應
四
年
ー
昭
和
三
七
年
（1868 -1962

）

　

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町
西
中
条
勝
願
寺
住
職
、
足
利
義
山
（1824 -1910
）

の
五
女
。
明
治
二
六
年
（1893

）、
父
の
許
可
を
得
て
キ
リ
ス
ト
教
系
の
同
志

社
女
学
校
（
現
同
志
社
女
子
大
学
）
に
入
学
し
、
英
語
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
、

西
欧
の
思
想
に
触
れ
、
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
た
。
同
二
九
年
（1896

）、
大

分
県
臼
杵
出
身
の
甲
斐
駒
蔵
（1867 -1961

）
と
結
婚
。
同
三
二
年
（1899

）、

顕
道
書
院
の
経
営
者
松
田
甚
左
衞
門
の
助
力
を
得
て
、
仏
教
精
神
に
基
づ
く
教

育
を
実
践
す
る
顕
道
女
学
院
を
創
立
。
翌
年
、
夫
と
共
に
私
塾
文
中
園
を
開

設
。
同
四
三
年
（1910

）
同
校
は
西
本
願
寺
の
援
助
を
受
け
て
京
都
高
等
女
学

校
と
合
併
し
た
（
現
在
の
京
都
女
子
学
園
の
前
身
）。
仏
教
系
の
女
子
大
学
設

立
を
目
指
す
九
條
武
子
（1887 -1928

）
仏
教
婦
人
会
連
合
本
部
長
を
支
え
、

大
正
四
年
（1915

）
に
は
ア
メ
リ
カ
へ
女
子
教
育
視
察
に
赴
く
な
ど
女
子
教

育
の
た
め
に
尽
力
し
、
昭
和
二
年
（1927

）
に
退
職
す
る
ま
で
教
壇
に
立
ち
学

生
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
父
義
山
は
大
谷
光
瑞
（1876 -1948

）
の
学
事
係
を

務
め
た
本
願
寺
勧
学
（
教
学
面
で
の
位
階
の
最
高
位
の
称
号
）。
夫
の
駒
蔵
は

画
を
帆
足
杏
雨
（1810 -84

）
に
学
ん
だ
と
さ
れ
、
教
師
と
し
て
は
倫
理
、
漢

文
、
歴
史
、
図
画
な
ど
を
教
え
た
。
名
は
簡
、
字
は
厚
甫
、
号
は
虎
山
、
玉
壺

道
人
、
梅
花
道
者
、
酔
竹
頭
陀
、
苦
瓜
庵
。
大
正
三
年
（1914

）、
教
職
を
退

職
す
る
と
主
に
大
分
で
詩
書
画
三
昧
の
生
活
を
送
り
、
昭
和
一
三
年
（1938

）

に
は
『
昭
和
美
術
百
家
選　

第
一
九
編　

甲
斐
虎
山
』（
美
術
日
報
社
）
が
刊

行
さ
れ
る
な
ど
南
画
家
と
し
て
の
評
価
を
高
め
た
。（
山
盛
）
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香か

川が
わ

氷ひ
ょ
う
せ
ん仙	

文
化
一
二
年
没
（1815

年
没
）

　

名
は
苑
葵
（
園
葵
）
、
字
は
不
淑
。
号
は
氷
仙
。
南
画
家
の
八や

木ぎ

巽そ
ん
し
ょ所

（1771 -1836
）
の
妻
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
の
大
坂
で
活
躍
し

た
。
大
坂
の
南
画
家
・
森
川
竹
窓
（1763 -1830

）
の
妻
・
香
川
素
琴
（1810

年
没
）
は
姉
で
あ
る
。
伝
記
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
田
能
村
竹
田
（1777 -

1835

）
は
そ
の
著
書
『
山
中
人
饒
舌
』（1835

年
刊
）
で
、
女
性
画
家
と
し

て
徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727 -84

）
に
次
ぐ
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら

に
同
書
は
、
彼
女
の
《
美
人
裁
縫
図
》
を
上
田
秋
成
（1734 -1809

）
が
所
持

し
、
京
都
・
南
禅
寺
側
の
寓
居
に
設
け
た
書
斎
に
飾
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
白
描
（
墨
の
描
線
の
み
で
制
作
す
る
画
法
）
の
美
人
図
を
得
意
と
し

た
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
現
存
作
品
が
少
な
く
、
今
日
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
画
家
の
大
原
東
野
（1771 -1840

）
の
『
名
数
画
譜
』

（1810

年
刊
）
付
属
の
「
書
画
人
名
録
」
に
も
、
姉
の
素
琴
ら
と
と
も
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
大
坂
で
は
か
な
り
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。（
仲
町
）

亀か
め

井い

少し
ょ
う
き
ん琹	

寛
政
一
〇
年
ー
安
政
四
年
（1798 -1857
）

　

寛
政
一
〇
年
（1798

）
亀
井
昭
陽
（1773 -1836

）
と
妻
い
ち
と
の
間
の
長

女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
を
友
、
後
に
号
を
少
琹
と
称
し
た
。
祖
父
は
、
古

文
辞
学
者
で
、
筑
前
福
岡
藩
の
儒
者
を
務
め
た
亀
井
南
冥
（1743 -1814

）
で

あ
る
。
幼
い
頃
よ
り
父
や
祖
父
か
ら
、
漢
詩
・
漢
文
そ
し
て
書
画
の
薫
陶
を

受
け
た
。
少
琹
一
二
歳
の
時
に
亀
井
家
を
訪
れ
た
日
田
の
儒
者
・
広
瀬
淡
窓

（1782 -1856

）
は
、「
幼
よ
り
経
史
に
通
じ
、
詩
画
を
良
く
し
名
誉
あ
り
」

と
、
少
琹
の
才
を
褒
め
て
い
る
。
一
五
歳
に
達
し
た
文
化
九
年
（1812

）、
父

よ
り
居
室
を
与
え
ら
れ
、「
窈

よ
う
ち
ょ
う
き
ゅ
う

窕
邸
」
と
命
名
し
た
。
窈
窕
と
は
『
詩
経
』
の

「
窈
窕
淑
女　

君
子
好
逑
」
を
典
拠
と
す
る
。
少
琹
は
こ
の
室
名
を
、
一
八
歳

の
時
に
編
ん
だ
詩
稿
『
窈
窕
稿
乙
亥
』
や
関
防
印
「
窈
窕
」
な
ど
に
も
用
い
て

い
る
。
同
一
三
年
（1816

）、
父
の
弟
子
で
あ
っ
た
三
苫
復
（1789 -1852

、
源

吾
と
改
名
、
号
雷
首
）
と
結
婚
し
、
一
女
を
も
う
け
た
が
、
娘
は
残
念
な
が
ら

七
歳
で
夭
折
し
て
い
る
。
夫
は
儒
学
と
と
も
に
医
学
も
学
び
、
結
婚
を
機
に
、

福
岡
藩
士
籍
に
入
り
、
亀
井
姓
を
名
乗
っ
た
。（
仲
町
）

河か
わ

邊べ

青せ
い

蘭ら
ん	

慶
應
四
年
ー
昭
和
六
年
（1868 -1931

）

　

明
治
改
元
の
年
の
慶
応
四
年
（1868

）
の
元
旦
、
大
坂
の
徳
川
幕
府
の
御

用
銅
吹
業
を
営
む
河
邊
伊
右
衛
門
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
元
子
、

号
は
青
蘭
、
碧
玉
、
蕉
雪
軒
。
一
四
か
ら
一
九
歳
ま
で
、
岡
田
半
江
（1782 -

1846

）
に
師
事
し
た
女
性
画
家
橋
本
青
江
（1828 -?

）
に
南
画
を
学
ぶ
。
明
治

二
三
年
（1890

）
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
青
江
と
共
に
出
品
し
褒
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
展
覧
会
へ
の
出
品
受
賞
を
重
ね
、
結
婚
し
一
男
一
女
を
も
う
け

た
後
も
画
家
と
し
て
活
動
し
た
。
師
青
江
の
晩
年
が
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
の

理
由
を
、
細
緻
に
描
き
込
ん
だ
青
緑
の
大
作
を
描
か
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
、

自
身
は
自
作
を
「
後
世
に
遺
す
」
こ
と
を
目
指
し
、
水
墨
や
青
緑
の
山
水
、
花

鳥
画
な
ど
の
大
作
を
数
多
く
発
表
し
た
。
大
正
元
年
（1912

）
頃
に
は
画
塾
で

約
三
〇
人
の
若
い
女
性
に
指
導
し
て
い
る
。
同
一
五
年
（1926

）、
昭
和
二
年

（1927

）
に
大
阪
の
長
堀
高
島
屋
、
同
三
年
（1928

）
に
東
京
の
京
橋
高
島
屋

で
個
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
最
晩
年
ま
で
大
阪
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
と
し

て
活
躍
し
た
。（
山
盛
）

清き
よ

原は
ら

春は
る

信の
ぶ	

生
没
年
不
詳

　

春
信
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
も
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
唯
一
、
白
井
華
陽
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
画
乗
要
略
』（
天
保
二
年

=
1831

序
）
の
巻
五
の
最
後
尾
の
女
性
画
家
一
覧
の
「
女
雪
信
」
の
項
目
の
中

に
「
其
子
春
信
亦
能
畫
」
と
い
う
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
清
原
雪
信

（1643 -82

）
の
子
で
、
画
家
で
あ
っ
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
で
は
あ
る
が
、

存
在
が
確
認
さ
れ
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
な
お
。
浅
井
不
旧
（
生
没
年
不
詳
）

『
扶
桑
名
公
画
譜
』（
刊
年
不
詳
）
に
は
「
狩
野
春
信
」
の
一
項
が
あ
り
「
雪

信
女
清
原
氏
女
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
記
述
に
や
や
混
乱
は
見
ら
れ
る
が
、

前
者
と
お
そ
ら
く
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
母
の
生
没
年
か
ら
考
え
て
も
、
一
七

世
紀
の
第
四
四
半
期
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
ぐ
ら
い
が
活
躍
期
と
目
さ
れ
る
。
現

在
、
本
展
出
品
作
を
含
め
て
二
点
し
か
遺
品
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

母
・
雪
信
よ
り
さ
ら
に
活
躍
期
が
短
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
仲
町
）

清き
よ

原は
ら

雪ゆ
き

信の
ぶ	

寛
永
二
〇
年
ー
天
和
二
年
（1643 -82

）

　

江
戸
時
代
は
じ
め
の
狩
野
派
の
絵
師
。
父
は
、
狩
野
探
幽
（1602 -

74

）

門
下
の
四
天
王
の
ひ
と
り
で
あ
る
久
隅
守
景
（
生
没
年
不
詳
）、
母
は
同
じ
く

四
天
王
の
神こ

う
た
り
じ
ょ
う
あ
ん

足
常
庵
（
名
は
守
周
、
一
七
世
紀
後
半
に
活
躍
）
の
娘
・
国
で
あ

る
。
な
お
神
足
常
庵
の
妻
は
、
狩
野
探
幽
の
妹
・
鍋
で
あ
る
か
ら
、
雪
信
は
探

幽
の
姪
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
経
歴
は
、
ひ
と
り
の
女
性
が
、
一
七
世

紀
と
い
う
異
例
に
早
い
時
期
に
、
狩
野
派
の
専
門
絵
師
と
し
て
活
躍
す
る
の
に

大
い
に
役
立
っ
た
。
近
年
の
大
平
有
希
野
の
研
究
に
よ
っ
て
、
雪
信
が
自
ら
落

款
に
用
い
た
「
清
原
氏
」
は
、
常
庵
の
神
足
氏
の
本
姓
で
あ
り
、
雪
信
が
母
方

の
実
家
と
深
い
関
係
を
持
ち
つ
つ
育
て
ら
れ
、
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
で
活

躍
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
絵
の
手
ほ
ど
き
は
、
常
庵
や
探
幽
か
ら
受
け
た
ら

し
い
。
探
幽
は
し
ば
し
ば
京
都
を
訪
れ
て
お
り
、
常
庵
は
探
幽
の
京
都
屋
敷
の

留
守
居
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
井
原
西
鶴
の
『
好
色
一
代
男
』
に
、
雪
信
が
秋

の
野
を
描
い
た
白
繻
子
の
袷
を
着
る
島
原
の
太
夫
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、

1680

年
頃
に
お
け
る
彼
女
の
名
声
を
伝
え
て
い
る
。（
仲
町
）

武た
け
う
ち内

小し
ょ
う
ら
ん鸞	

生
没
年
不
詳

　

武
内
小
鸞
の
伝
記
を
唯
一
語
っ
て
い
る
の
は
、
白
井
華
陽
（
生
没
年
不
詳
）

の
著
し
た
『
畫
乗
要
略
』（
天
保
二
年
＝1831

序
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
小
鸞
は
、
名
を
千
賀
、
字
を
左
琴
と
言
い
、
長
門
の
国
（
現
在
の
山
口

県
）
に
生
ま
れ
た
。
後
に
京
都
に
移
り
住
ん
で
、
ま
ず
円
山
応
挙
（1733 -

95

）
の
子
応
瑞
（1766 -1829

）
に
画
法
を
学
び
、
日
本
の
美
人
図
や
秘
戯
図

を
得
意
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
白
井
華
陽
の
師
で
も
あ
る
岸
駒
（1756 -

1839

）
に
師
事
し
、
人
物
画
・
山
水
画
・
龍
虎
図
を
描
い
た
。
現
在
判
明
す
る

遺
品
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
岸
派
の
様
式
と
の
親
近
性
を
示

し
て
い
る
の
で
、
彼
女
の
本
格
的
な
画
風
は
、
岸
駒
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。（
仲
町
）

谷た
に
し
ゅ
ん
え
い

舜
英	

安
永
元
年
ー
天
保
三
年
（1772 -1832

）

　

谷
文
晁
（1763 -1840

）
の
妹
で
、
字
は
小
香
、
舜
英
、
秋
香
と
号
し
た
。

名
は
志
夫
子
。
父
で
あ
る
谷
麓
谷
（1729 -1809

）
の
門
人
で
、
詩
文
や
篆
刻

に
優
れ
た
中
田
粲
堂
（1771 -1831

）
の
妻
。
様
々
な
作
品
を
描
い
た
が
、
特
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に
山
水
を
得
意
と
し
た
と
い
う
。
舜
英
に
は
紅
藍
と
い
う
妹
が
い
た
よ
う
で
、

や
は
り
絵
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
晁
の
周
辺
に
は
妻
・
幹
々
、
妹
・
舜

英
、
紅
藍
、
そ
し
て
二
女
で
あ
る
橘
々
と
女
性
画
家
が
多
い
。（
太
田
）

張ち
ょ
う

（
梁や

な

川が
わ

）
紅こ

う

蘭ら
ん	

文
化
元
年
ー
明
治
一
二
年
（1804 -1879

）

　

大
垣
藩
主
よ
り
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
郷
士
格
の
稲
津
家
の
長
女
に
生
ま

れ
る
。
名
は
景
ま
た
は
景
婉
、
幼
名
は
き
み
。
の
ち
張
氏
と
称
し
、
名
を
芸

香
、
字
を
玉
書
、
月
華
、
号
を
紅
鸞
、
の
ち
に
字
を
道
華
、
号
を
紅
蘭
と
改
め

る
。
一
四
歳
で
又
従
兄
に
あ
た
る
梁
川
星
巌
（1789 -1858

）
の
塾
に
入
り
、

一
七
歳
で
星
巌
と
結
婚
。
夫
婦
で
諸
国
を
漫
遊
し
た
後
、
京
都
に
四
年
、
江

戸
に
一
二
年
暮
ら
し
、
ま
た
京
都
に
戻
る
。
安
政
五
年
（1858

）、
星
巌
が
急

死
し
た
直
後
に
安
政
の
大
獄
が
起
こ
り
、
勤
王
の
志
士
に
慕
わ
れ
た
夫
の
身
替

り
と
な
っ
て
投
獄
。
晩
年
は
京
都
に
私
塾
を
開
い
て
生
計
を
立
て
な
が
ら
余
生

を
送
っ
た
。
画
は
中
林
竹
洞
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
確
証
は
な
い
。
山
水
や
花

卉
草
虫
な
ど
文
人
好
み
の
主
題
を
手
が
け
、
繊
細
か
つ
柔
和
な
作
風
を
示
す
。

（
三
戸
）

徳と
く
や
ま山

（
池い

け

）
玉

ぎ
ょ
く
ら
ん瀾

享
保
一
二
年
／
一
三
年
‐
天
明
四
年
（1727/8 -1784

）

　

明
和
五
年
（1786

）
版
の
『
平
安
人
物
志
』
に
「
池
無
名
妻
、
祇
園
下

河
原
」
と
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
池
大
雅
（1723 -76

）
の
妻
で
、
名

は
町
、
号
は
玉
瀾
、
松
風
、
遊
可
な
ど
で
あ
る
。
画
は
は
じ
め
柳
澤
淇
園

（1704 -58

）
に
、
後
に
大
雅
に
学
ん
だ
。
号
の
玉
蘭
は
淇
園
の
雅
号
で
あ

る
玉
桂
の
一
字
を
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
柳
澤
淇
園
《
藍
中
挟
蘭
図
》

は
、「
學
雪
堂
主
人
柳
公
美
畫
於
徳
玉
瀾
海
棠
巣
」
と
あ
り
、
玉
瀾
の
画
室
で

玉
瀾
の
た
め
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
祖
母
は
歌
集
『
梶
の
葉
』（
宝
永
三

年
（1706

）
刊
行
）
で
知
ら
れ
る
歌
人
・
梶
で
、
母
も
同
じ
く
歌
人
の
百
合

（1694 -1764

）
で
あ
る
。
祖
母
以
来
、
京
都
祇
園
の
茶
屋
、
松
屋
を
営
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
る
。
大
雅
と
玉
瀾
に
は
、
真
偽
取
り
混
ぜ
て
様
々
な
逸
話
が
残
る

が
、
野
呂
介
石
（1747 -1828

）
の
《
池
無
名
居
室
図
》
は
、
大
雅
が
玉
瀾
に

六
畳
の
部
屋
を
与
え
、
自
ら
は
三
畳
の
狭
い
居
室
で
絵
筆
を
揮
っ
た
こ
と
や
、

窓
か
ら
は
屋
根
の
蔦
が
入
り
、
食
卓
に
は
雀
が
集
ま
り
遊
ぶ
と
い
う
、
脱
俗
で

清
雅
な
日
常
を
伝
え
て
い
る
。（
太
田
）

野の

口ぐ
ち

小し
ょ
う
ひ
ん蘋	

弘
化
四
年
ー
大
正
六
年
（1847 -1917

）

　

医
師
松
邨
春
岱
の
長
女
と
し
て
大
坂
で
生
ま
れ
る
。
名
は
親
、
字
は
清
婉
、

初
め
の
号
は
玉
山
。
関
西
南
画
壇
の
重
鎮
日
根
対
山
（1813 -69

）
に
師
事
。

明
治
一
〇
年
（1877

）
滋
賀
県
の
酒
造
業
野
口
正
章
（1849 -1922

）
と
結
婚

し
、
翌
年
長
女
郁
（
号
は
小
蕙
、1878 -1945

）
を
生
む
。
同
一
九
年
（1886

）

東
洋
絵
画
共
進
会
に
出
品
し
た
《
二
喬
読
兵
書
図
》
が
宮
内
省
御
用
品
と
な

り
、
皇
太
后
、
皇
后
行
啓
の
際
御
前
揮
毫
を
行
う
。
明
治
一
〇
年
代
ま
で
は
美

人
画
を
多
く
描
い
た
が
、
二
〇
年
代
に
入
る
と
青
緑
山
水
画
を
多
く
描
く
よ
う

に
な
り
、
本
格
的
な
南
画
家
と
し
て
の
評
価
が
高
ま
る
。
同
二
二
年
（1889

） 
に
は
、
下
田
歌
子
（1854 -1936

）
が
学
監
で
あ
っ
た
華
族
女
学
校
嘱
託
教
授

に
任
じ
ら
れ
る
。
本
学
に
は
、
小
蘋
が
菊
花
を
描
い
た
檜
扇
を
持
つ
下
田
の
肖

像
画
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
二
人
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
三
二
年

（1899

）
東
伏
見
宮
妃
殿
下
、
小
松
宮
妃
殿
下
、
同
三
五
年
（1902

）
常
宮
殿

下
御
用
掛
、
周
宮
殿
下
の
画
学
御
教
導
と
な
り
、
皇
族
方
と
の
親
交
は
小
蘋
の

最
晩
年
ま
で
続
い
た
。
同
三
七
年
（1904

）
女
性
初
の
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ

れ
る
。
同
四
〇
年
（1907

）
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
審
査
委
員
を
務
め
、

翌
年
従
七
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
大
正
四
年
（1915

）、
大
正
天
皇
即
位
式
後
の

大
饗
の
儀
に
用
い
ら
れ
る
《
悠
紀
地
方
風
俗
歌
屏
風
》
を
揮
毫
。
最
晩
年
ま
で

東
京
画
壇
の
頂
点
に
立
つ
画
家
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。（
山
盛
）

林は
や
し

（
谷た

に

）
幹か

ん

々か
ん	

明
和
七
年
ー
寛
政
一
一
年
（1770 -99

）

　

江
戸
の
林
家
に
生
ま
れ
、
字
は
翠
蘭
、
号
は
幹
々
で
あ
る
。
一
六
歳
の
時
、

い
と
こ
の
谷
文
晁
（1763 -1840

）
と
結
婚
し
た
。
夫
に
画
を
学
び
、
山
水
、

人
物
、
花
鳥
と
様
々
描
い
た
と
さ
れ
、
寛
政
一
一
年
（1799

）
七
月
二
三
日
、

三
〇
歳
で
早
世
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
七
年
（1795

）
か
ら
九
年
（1797

）
に

か
け
て
、
日
課
と
し
て
観
音
を
描
き
、
そ
れ
が
千
有
余
枚
に
も
な
っ
た
と
い

う
。
墓
碑
は
、
谷
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
源
空
寺
の
文
晁
の
墓
碑
左
側
に
現
存
し

て
い
る
よ
う
で
、
上
部
に
叭
々
鳥
、
隷
書
の
題
字
「
翠
蘭
孺
人
平
氏
之
墓
」
、

文
晁
自
ら
が
描
い
た
と
い
う
唐
美
人
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。（
太
田
）

林は
や
し
は
い珮

芳ほ
う	

寛
政
一
一
年
ー
明
治
一
二
年
（1799 -1879

）

　

珮
芳
は
、
伊
勢
国
の
南
部
（
現
在
の
三
重
県
南
部
）
の
地
主
小
林
栄
秀
の

三
女
と
し
て
寛
政
一
一
年
生
ま
れ
た
。
名
は
小
蝶
、
字
は
恋
花
、
号
は
珮
芳

（
佩
芳
）
。
当
時
の
記
録
に
は
、
中
国
風
に
「
林
佩
芳
」
の
名
前
で
登
場
す
る

こ
と
が
多
い
。
二
一
歳
で
伊
勢
・
宮
後
の
医
者
で
漢
学
者
の
東
夢
亭
（1791 -

1849

）
と
結
婚
し
た
。
絵
の
学
習
は
、
伊
勢
・
寂
照
寺
の
画
僧
月
僊
（1741 -

1809

）
の
墨
蘭
図
な
ど
を
手
本
に
始
め
、
や
が
て
伊
勢
・
宮
後
の
絵
師
小
橋
香

村
（
生
没
年
不
詳
、
名
平
衡
、
字
君
輿
）
に
つ
い
て
山
水
画
を
習
得
し
た
。
し

か
し
何
と
言
っ
て
も
、
彼
女
の
画
風
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
た
の
は
、
伊
勢
を
訪

れ
た
長
崎
の
画
僧
・
鐵
翁
（1797 -1877

）
か
ら
、
一
九
世
紀
初
め
に
来
舶
し

た
清
の
画
家
・
江
稼
圃
（
生
没
年
不
詳
）
を
は
じ
め
と
し
た
最
新
の
中
国
山
水

画
に
関
す
る
情
報
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
婚
後
は
ほ
と
ん
ど
伊
勢

で
暮
ら
し
た
彼
女
が
、
か
な
り
本
格
的
な
山
水
画
を
描
い
た
背
景
に
、
伊
勢
の

地
が
有
し
た
情
報
網
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。（
仲
町
）

平ひ
ら

田た

玉ぎ
ょ
く
う
ん蘊	

天
明
七
年
ー
安
政
二
年
（1787 -1855

）

　

尾
道
の
豪
商
、
木
綿
問
屋
で
あ
る
福
岡
屋
を
営
む
平
田
新
太
郎
（
五
峰
）

と
、
内
海
正
近
の
娘
、
峰
の
間
に
天
明
七
年
（1787

）
に
生
ま
れ
た
。
通
称
を

豊
、
あ
る
い
は
章
と
い
い
、
玉
蘊
と
号
し
た
。
画
家
と
し
て
一
家
を
支
え
、
安

政
二
年
（1855

）
に
六
九
歳
で
没
し
て
い
る
。
土
佐
派
で
円
山
派
も
修
め
た
八

田
古
秀
（1760 -1822

）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
菅
茶
山
（1748 -1827

）

や
頼
山
陽
（1780 -1832

）、
橋
本
竹
下
（1790 -1862

）
ら
尾
道
ゆ
か
り
の
文

化
人
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
、
山
水
や
人
物
、
花
鳥
な
ど
多
彩
な
作
品
を
残

し
て
い
る
。
在
世
中
、
白
井
華
陽
の
『
画
乗
要
略
』（
天
保
三
年
・1832

年
刊

行
）
の
「
閨
秀
」
の
項
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
広
く
知
ら
れ
、
天
保

五
年
（1834

）
頃
に
は
、
慈
観
寺
本
堂
再
建
に
あ
た
っ
て
、
堂
々
と
し
た
作
品

で
あ
る
襖
絵
《
桐
鳳
凰
図
》
を
描
い
て
い
る
。（
太
田
）

溶や
す
ひ
め
（
よ
う
ひ
め
）

溶
溶
姫	

文
化
一
〇
年
ー
慶
應
四
年
（1813 -1868

）

　

一
一
代
将
軍
・
徳
川
家
斉
（1773 -1841

）
の
二
一
女
と
し
て
、
文
化
一
〇
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年
、
江
戸
城
大
奥
に
て
誕
生
す
る
。
母
は
側
室
・
お
美
代
の
方
（
専
行
院
）。

文
政
六
年
（1823

）、
加
賀
藩
一
三
代
の
前
田
斉
泰
（1811 -84

）
と
婚
約
し
、

同
一
〇
年
、
婚
礼
を
行
っ
た
。
こ
の
時
、
本
郷
の
加
賀
藩
上
屋
敷
に
建
て
ら
れ

た
溶
姫
御
殿
の
正
門
が
、
現
在
の
東
京
大
学
の
赤
門
で
あ
る
。
加
賀
藩
一
四
代

の
前
田
慶よ

し
や
す寧

（1830 -74

）
や
因
州
池
田
家
一
一
代
慶よ

し
た
か栄

（1834 -50

）
の
母
。

諱
は
偕と

も

子こ

、
院
号
は
景
徳
院
。
一
四
歳
（
文
政
九
年
）
の
頃
よ
り
、
徳
川
幕

府
の
奥
絵
師
（
御
用
絵
師
）
筆
頭
格
の
狩
野
晴
川
院
養お

さ
の
ぶ信

（1796 -1846

）
か

ら
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
晴
川
院
の
『
公
用
日
記
』（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
に
よ
る
と
、
大
奥
は
男
子
の
入
室
に
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
指
導
は
対
面

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
お
手
本
を
渡
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
で
き
あ
が
っ
た

習
作
を
別
の
部
屋
で
見
て
、
添
削
や
採
点
等
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様

の
指
導
は
結
婚
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。
彼
女
の
作
品
が
、
正
統
狩
野
派
の
様
式

を
示
す
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。（
仲
町
）

百ゆ

合り	

元
禄
七
年
ー
明
和
元
年
（1694 -1764

）

　

徳
山
（
池
）
玉
瀾
（1727/8 -1784

）
の
母
で
、
本
姓
は
木
村
か
。
梶
の
養
女

で
、
京
都
に
来
て
い
た
徳
山
某
と
い
う
旗
本
の
子
息
と
結
婚
す
る
が
後
に
別
れ

る
。
梶
は
歌
人
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
歌
集
『
梶
の
葉
』
（
宝
永
三
年
（1706
）

刊
行
）
が
あ
る
が
、
百
合
も
和
歌
に
秀
で
、
歌
集
『
佐
遊
李
葉
』
を
享
保
一
二
年

（1727

）
に
刊
行
す
る
。
頼
山
陽
の
『
百
合
伝
』
に
よ
れ
ば
、
百
合
は
歌
を
詠
む

こ
と
を
こ
と
の
ほ
か
楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
。
梶
、
百
合
、
そ
し
て
玉
瀾
の
三
人

で
「
祇
園
三
女
」
と
称
さ
れ
た
。（
太
田
）

林り
ん
き
ゅ
う丘

寺じ
も
ん
ぜ
き
し
ょ
う
ざ
ん
げ
ん
よ
う
に

門
跡
照
山
元
瑤
尼

寛
永
一
一
年
ー
享
保
一
二
年
（1634 -1727

）

　

後
水
尾
天
皇
（1596 -1680

）
の
第
八
皇
女
で
、
母
は
女
官
の
櫛く

し
げ笥

隆
子

（1604 -1685

）、
寛
永
一
五
年
（1638

）
中
宮
・
徳
川
和
子
の
養
女
と
な
り
、

内
親
王
宣
下
を
受
け
、
緋

あ
け
の
み
や宮

光
子
内
親
王
と
呼
ば
れ
た
。
隠
元
隆
琦
（1592 -

1673

）
ら
が
も
た
ら
し
た
黄
檗
宗
に
帰
依
し
、
父
の
崩
御
後
に
出
家
し
、
法

号
・
照し

ょ
う
ざ
ん
げ
ん
よ
う

山
元
瑤
を
授
か
る
。
天
和
二
年
（1682

）
修
学
院
村
に
林
丘
寺
を
建

立
し
、
開
基
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
「
林
丘
寺
宮
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多

く
、
本
書
で
は
便
宜
上
そ
の
呼
称
を
採
っ
た
。
宝
永
四
年
（1707

）
霊
元
天
皇

の
皇
女
亀
宮
が
林
丘
寺
に
入
る
と
普
門
院
と
号
し
隠
居
し
た
。
和
歌
や
書
、
絵

画
に
優
れ
、
特
に
絵
画
は
、
西
本
願
寺
絵
所
・
徳
力
家
出
身
の
黄
檗
画
僧
・
卓

峰
道
秀
（1652 -1714

）
に
学
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
遺
作
に
は
、
自
画
像
（
泉

涌
寺
蔵
）
や
父
後
水
尾
天
皇
の
肖
像
画
（
万
福
寺
蔵
）
の
ほ
か
、
修
行
の
一
環

と
し
て
描
い
た
観
音
図
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
技
量
は
趣
味
の
領
域
を
は
る
か
に

超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
関
帝
像
な
ど
黄
檗
宗
経
由
で
輸
入
さ
れ
た
、

新
規
な
テ
ー
マ
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
円
照
寺
門
跡
大
通
文
智
尼

（1619 -97

）
は
異
母
姉
で
あ
る
。（
仲
町
）

主
要
参
考
文
献　

単
行
本
・
展
覧
会
図
録

岡
興
禎
『
古
画
備
考
』
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

古
筆
了
仲
『
扶
桑
画
人
伝
』
東
京
・
坂
昌
員
、
一
八
八
八
年
増
補
再
版

野
口
忠
蔵
編
『
か
さ
し
の
花
』
野
口
正
章
出
版
、
一
八
九
三
年

速
水
不
染
編
『
閨
秀
画
家
経
歴
談
』
東
洋
社
、
一
九
〇
一
年

藤
原
定
家
『
明
月
記
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年

野
口
小
蘋
「
畫
人
の
生
涯
は
板
の
間
の
樂
書
よ
り
始
る
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第
四
八
号
、一
九
一
二
年

藤
井
石
童
編
『
昭
和
美
術
百
家
選   

第
十
九
編   

甲
斐
虎
山
』
美
術
日
報
社
、一
九
一
四
年

我
妻
栄
吉
『
三
重
画
人
伝
』
目
黒
書
店
、
一
九
一
五
年

『
神
足
家
系
』
一
九
二
四
年

『
青
蘭
画
譜
』
高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
、
一
九
二
六
年

徳
富
猪
一
郎
・
木
崎
愛
吉
・
光
吉
元
二
郎
編
『
賴
山
陽
書
翰
集
』
民
友
社
、
一
九
二
七
年

野
口
郁
『
私
の
母
』
私
家
版
、
一
九
二
九
年

伊
藤
信
『
梁
川
星
厳
翁
附
紅
蘭
女
史
』
梁
川
星
厳
翁
遺
徳
顕
彰
会
、
一
九
二
五
年
、
象
山
社
、

一
九
八
〇
年
復
刻
版
、
近
世
文
芸
研
究
叢
書
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
五
年

宇
治
山
田
市
役
所
編
『
宇
治
山
田
市
史
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年

野
口
郁
『
私
の
母
』
私
家
版
、
一
九
二
九
年

野
口
小
蘋
『
小
蘋
遺
墨
集
』
乾
坤
二
冊
、
一
九
二
九
年

頼
山
陽
著
、
木
崎
愛
吉
、
頼
成
一
編
『
頼
山
陽
全
書
』
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、一
九
三
一
～
三
二
年

伊
藤
信
・
冨
長
覚
夢
・
森
義
一
訳
注
『
星
厳
全
集
』
一—

五
、
梁
川
星
厳
全
集
刊
行
会
、一
九
五
六—

八
年

稲
津
孫
会
『
先
覚
詩
人　

梁
川
星
厳
』
梁
川
星
厳
研
究
所
、
一
九
五
八
年

家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史
』
高
桐
書
院
、
一
九
四
六
年
初
版
、
黒
水
書
房
、
一
九
六
六
年
改
訂
版

伊
藤
信
『
細
香
と
紅
蘭
』
大
垣
、
一
九
六
九
年

喜
多
川
守
貞
『
守
貞
漫
稿
上
巻
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
三
年

富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成　

第
二
期　

１
２
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年

荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
』
第
一
書
房
、
一
九
七
五
年

竹
谷
長
二
郎
『
竹
田
画
論　

山
中
人
饒
舌
訳
解
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年

竹
谷
長
二
郎
『
竹
田
莊
師
友
画
録　

訳
解
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年

奥
田
直
格
編
、
黒
川
真
頼
等
校
『
扶
桑
名
画
伝
』
名
著
普
及
会
、
一
九
七
九
年

坂
崎
坦
『
日
本
画
論
大
系
Ⅱ
・
Ⅲ
』
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年

山
梨
県
立
美
術
館
編
『
野
口
小
蘋
展
』
山
梨
県
立
美
術
館
、
一
九
八
二
年

五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年

富
士
川
英
郎
他
編
・
同
氏
解
題
『
詞
華
集
日
本
漢
詩　

第
十
一
巻
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年

笠
井
昌
昭
『
訳
注
本
朝
画
史
』
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
五
年

北
川
勇
『
賴
山
陽
と
女
弟
子
た
ち
』
芦
田
川
文
庫
５
、
一
九
八
五
年

俞
劍
華
編
『
中
国
美
術
家
人
名
辞
典
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年

江
馬
文
書
研
究
会
編
『
江
馬
細
香
来
簡
集
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年

冠
豊
一
『
野
口
小
蘋
伝
』
近
畿
出
版
印
刷
、
一
九
九
〇
年

富
士
川
英
郎
他
編
『
詩
集
日
本
の
漢
詩　

第
十
六
巻
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年

安
村
敏
信
編
『
江
戸
の
閨
秀
画
家
展
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
一
九
九
一
年

橋
本
英
治
『
齋
藤
拙
堂
・
土
井
聱
牙
』（
『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
』
儒
学
篇
三
九
）
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
三
年

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
『
近
世
の
女
性
画
家
た
ち 

―
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
四
年

脇
田
晴
子
、S.B.

ハ
ン
レ
ー
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
史
』
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年

池
田
明
子
『
賴
山
陽
と
平
田
玉
蘊
』
亞
紀
書
房
、
一
九
九
六
年

大
垣
市
教
育
委
員
会
文
化
部
振
興
課
編
『
大
垣
の
先
賢
展  

江
戸
の
閨
秀
詩
・
画
人  

江
馬
細
香
展
』

大
垣
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年

久
保
田
淳
他
編
『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

第
六
巻　

一
五
、
一
六
世
紀
の
文
学
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年

高
橋
博
巳
『
定
本
日
本
絵
画
論
大
成
』
第
七
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年

日
本
史
籍
協
会
編
『
木
戸
孝
允
日
記
一
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年

鈴
木
杜
幾
子
、
千
野
香
織
、
馬
渕
明
子
編
著
『
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

非
対
称
の
視
線
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

一
九
九
七
年

中
野
節
子
『
考
え
る
女
た
ち
―
仮
名
草
紙
か
ら
「
女
大
学
」
』
大
空
社
、
一
九
九
七
年

尾
道
市
立
美
術
館
編
『
虹
彩
の
画
家　

平
田
玉
蘊
展
』
尾
道
市
立
美
術
館
、
一
九
九
八
年

秋
山
光
和
『
日
本
絵
巻
物
の
研
究
上
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

瀬
木
愼
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成　

書
画
の
価
格
変
遷
二
〇
〇
年
』
里
文

出
版
、
二
〇
〇
〇
年

千
葉
市
美
術
館
編
『
江
戸
の
異
国
趣
味
―
南
蘋
風
大
流
行
―SCEN
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』
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年

籠
谷
美
智
子
『
甲
斐
和
里
子
の
生
涯
』
自
照
社
出
版
、
二
〇
〇
二
年

社
団
法
人
日
本
書
芸
院
・
読
売
新
聞
社
『
日
本
の
歴
史
を
彩
っ
た
女
性
の
書　

二
〇
〇
二
日
本
書
芸

院
展　

特
別
展
観
図
録
』
、
二
〇
〇
二
年
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橋
本
政
宣
『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年

跡
見
学
園
女
子
大
学
花
蹊
記
念
資
料
館
編
『Gyokushi 

桜
の
画
家　

跡
見
玉
枝
展
』
跡
見
学
園
女
子

大
学
花
蹊
記
念
資
料
館
、
二
〇
〇
四
年

石
水
博
物
館
編
『
齋
藤
拙
堂
と
そ
の
師
友
展
カ
タ
ロ
グ
』
石
水
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年

跡
見
花
蹊
著
・
花
蹊
日
記
編
集
委
員
会
編
『
跡
見
花
蹊
日
記
』
第
一-

四
巻
、
別
巻
、
跡
見
学
園
、

二
〇
〇
五

−

二
〇
〇
七
年

小
林
優
子
作
品
解
説
『
静
嘉
堂
明
清
書
画
清
賞
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年

中
野
三
敏
校
注
『
伴
蒿
蹊
畸
人
伝
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年

山
梨
県
立
美
術
館
編
『
明
治
の
宮
廷
画
家
―
野
口
小
蘋
と
近
代
南
画
』
山
梨
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年

前
田
多
美
子
『
三
藐
院　

近
衛
信
尹
―
残
さ
れ
た
手
紙
か
ら
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年

三
田
村
雅
子
、
河
添
房
江
編
『
源
氏
物
語
を
い
ま
読
み
解
く
①　

描
か
れ
た
源
氏
物
語
』
翰
林
書
房
、

二
〇
〇
六
年

佐
々
木
英
理
子
編
『
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
』（
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
二
三
）
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年

日
本
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
『
学
校
創
立
者
人
名
事
典
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
〇
七
年

頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編
『
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
開
館
十
二
周
年
記
念
企
画
展　

山
陽
周
辺
の
女
流

画
家
た
ち
』
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
、
二
〇
〇
七
年

Fischer,Felice &
 K

inoshita,K
yoko, Ike T

aiga and T
okuyam

a Gyokuran : Japanese 
M

asters of the Brush, Y
ale U

niversity Press,2007.

伊
井
春
樹
監
修
・
池
田
忍
編
『
講
座
源
氏
物
語
研
究　

第
十
巻　

源
氏
物
語
と
美
術
の
世
界
』
お
う
ふ
う
、

二
〇
〇
八
年

陣
野
英
則
、
横
溝
博
編
『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　

第
一
集
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
年

名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
編
『
城
の
春　

さ
く
ら
の
美
術
展
』
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、

二
〇
〇
八
年

山
本
和
義
・
福
島
理
子
『
日
本
漢
詩
人
選
集
一
七　

梁
川
星
厳
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
年

Shirane,Haruo, Genji Pictures from
 M

om
oyam

a Painting to Edo Ukiyo-e:Cultural A
uthority 

and New
 Horizons, ENVISIONING THE TA

LE OF GENJI: VISUA
LUTY,GENDER,A

ND 
CULTURA

L PRODUCTION,Colum
bia University Press, c2008.

中
世
日
本
研
究
所
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
・
産
経
新
聞
社
・
福
本
事
務
所
編
『
尼
門
跡
寺
院

の
世
界
―
皇
女
た
ち
の
信
仰
と
御
所
文
化
』
産
経
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年

野
崎
誠
近
『
吉
祥
図
案
解
題
』
復
刻
版
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年

門
玲
子
『
江
馬
細
香　

化
政
期
の
女
流
詩
人
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年

名
古
屋
城
管
理
事
務
所
編
『
開
府
四
〇
〇
年
記
念
名
古
屋
城
特
別
展　

狩
野
派
と
名
古
屋
城
四
〇
〇

年
』
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展　

彩
～
鶴
沢
派
か
ら
応
挙
ま
で
～
』
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年

笹
木
義
友
・
三
浦
泰
之
編
『
松
浦
武
四
郎
研
究
序
説
―
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
諸
相
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年

佐
々
木
直
子
編
『
近
代
の
女
性
南
画
家　

奥
原
晴
湖　

跡
見
花
蹊　

野
口
小
蘋
』
小
山
市
立
車
屋
美

術
館
、
二
〇
一
二
年

山
梨
県
立
美
術
館
編
『
十
一
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
～
野
口
柿
邨
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
』
山
梨
県

立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年

定
期
刊
行
物
掲
載
論
文

野
口
小
蘋
「
画
人
の
生
涯
は
板
の
間
の
楽
書
よ
り
始
る
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
四
八
号
、
一
九
一
二
年

「
野
口
小
蘋
年
譜
」『
中
央
美
術
』
第
三
巻
第
四
号
、
一
九
一
七
年

河
邊
青
蘭
「
先
師
と
門
弟
」『
大
毎
美
術
月
報
』
五
号
、
一
九
二
三
年

河
邊
青
蘭
「
青
江
女
史
の
事
」『
大
毎
美
術
』
二
八
号
、
一
九
二
九
年

河
邊
青
蘭
「
淋
し
く
終
わ
っ
た
青
江
女
史
の
後
半
生
」
『
大
毎
美
術
』
一
〇
六
号
、
一
九
三
一
年

「
河
邊
靑
蘭
女
史
」『
大
阪
時
事
新
報
』、
一
九
三
一
年
四
月
二
〇
日
記
事

「
河
邊
靑
蘭
女
史
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
四
月
二
〇
日
記
事

田
中
喜
作
「
『
画
工
略
譜
』
解
題
」『
美
術
研
究
』
五
号
、
一
九
三
二
年

森
銑
三
「
谷
文
晁
伝
の
研
究
」『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
二
八
～
四
四
号
、
一
九
三
三
～
三
七
年

田
中
喜
作
「
白
石
本
画
伝
三
種
に
就
て
」『
美
術
研
究
』
二
七
号
、
一
九
三
四
年

野
口
郁
「
私
の
母 

野
口
小
蘋
」「
野
口
小
蘋
略
年
譜
」『
塔
影
』
一
二
巻
三
号
、
塔
影
社
、
一
九
三
六
年

「
一
枝
軒
梅
船
『
図
書
考
略
記
』
」『
美
術
研
究
』
七
六
号
、
第
七
七
号
、
一
九
三
八
年

白
畑
よ
し
「
女
絵
考
」『
美
術
研
究
』
一
三
二
号
、
一
九
四
三
年

田
中
喜
作
「
隆
能
源
氏
に
係
る
二
三
の
問
題
」『
美
術
研
究
』
一
三
〇
号
、
一
九
四
三
年

藤
懸
静
也
解
説
「
文
晁
、
幹
々
、
舜
英
各
筆
三
幅
対
山
水
図
」『
國
華
』
六
四
四
号
、
一
九
四
四
年

「
徳
山
玉
瀾
筆　

菊
花
図
扇
面
」『
國
華
』
六
四
九
号
、
一
九
四
六
年

「
徳
山
玉
瀾
筆　

四
季
山
水
図
」『
國
華
』
七
五
八
号
、
一
九
五
五
年

「
徳
山
玉
瀾
筆　

夏
景
山
水
図
」『
國
華
』
七
七
九
号
、
一
九
五
七
年

相
見
香
雨
「
高
芙
蓉
と
来
禽
（
上
）」『
南
画
研
究
』
第
二
巻
八
号
、
一
九
五
八
年

相
見
香
雨
「
高
芙
蓉
と
来
禽
（
下
）」『
南
画
研
究
』
第
二
巻
十
号
、
一
九
五
八
年

「
徳
山
玉
瀾
筆　

楓
林
停
車
図
」
『
國
華
』
八
八
五
号
、
一
九
六
五
年

『
墨
美　

江
戸
期
の
南
画
・
文
人
画 —

 

高
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン—

  

』
一
九
二
号
、
墨
美
社
、
一
九
六
九
年

吉
澤
忠
「
池
大
雅
筆　

山
水
図　

池
玉
瀾
筆　

山
水
図
」『
國
華
』
九
四
九
号
、
一
九
七
二
年

河
野
元
昭
「
谷
幹
々
筆
金
魚
図
」『
國
華
』
九
七
五
号
、
一
九
七
四
年

吉
澤
忠
「
如
意
道
人
蒐
集
書
画
帖
に
つ
い
て
」『
國
華
』
九
七
五
号
、
一
九
七
四
年

星
野
鈴
解
説
「
江
邊
茅
屋
図
」『
國
華
』
九
七
六
号
、
一
九
七
五
年

星
野
鈴
「
大
島
来
禽
筆　

江
辺
茅
屋
図
」『
國
華
』
九
七
六
号
、
一
九
七
五
年

星
野
鈴
「
池
玉
瀾
筆　

墨
梅
図
・
山
水
図
」『
國
華
』
九
九
八
号
、
一
九
七
七
年

島
田
修
二
郎
「
扶
桑
名
画
伝
写
本
」
『
学
叢
』
三
号
、
一
九
八
一
年

守
屋
正
彦
「
野
口
小
蘋
研
究
―
野
口
家
蔵
品
を
中
心
と
し
て
」『
山
梨
県
立
美
術
館
紀
要
』
三
号
、
一
九
八
一
年

池
田
忍
「
王
朝
『
物
語
絵
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
『
女
絵
』
系
物
語
絵
の
伝
統
を
考
え
る
―
」『
史

論
』
三
七
集
、
一
九
八
四
年

星
野
鈴
「
大
雅
試
論
―
二
つ
の
仕
女
図
か
ら
」
『
國
華
』
一
一
〇
九
号
、
一
九
八
七
年

直
井
文
子
「
齋
藤
拙
堂
年
譜
」
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
四
一
、
一
九
八
八
年

今
橋
理
子
「
花
を
惜
し
む
人
―
花
狂
の
譜
・
三
熊
思
孝
か
ら
織
田
瑟
々
へ
」『
東
海
大
学
紀
要
六
四
号
、

一
九
九
五
年

奥
田
勳
「
中
世
文
学
に
お
け
る
女
―
連
歌
作
者
に
女
性
は
な
ぜ
い
な
い
か
―
」
『
中
世
文
学
』
四
〇
号
、

一
九
九
五
年

福
島
理
子
「
張
紅
蘭
と
李
商
隠
―
近
世
後
期
詩
壇
に
於
け
る
晩
唐
詩
受
容
の
一
断
面
」
『
語
文
』

六
二
・
六
三
、
一
九
九
五
年

小
泉
吉
永
「
近
世
刊
行
の
女
筆
手
本
に
つ
い
て
」『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
七
号
、
一
九
九
六
年

「
女
筆
一
覧
」『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
七
号
、
一
九
九
六
年

榊
原
悟
「
資
料
研
究
『
本
朝
画
史
』
再
考
（
一
）～（
四
）」『
國
華
』
一
二
二
〇
号
、
一
二
二
一
号
、

一
二
二
三
号
、
一
二
二
四
号
、
一
九
九
七
年

仲
町
啓
子
「
日
本
近
世
美
術
に
お
け
る
文
人
趣
味
の
研
究　

一
―
栄
里
筆
梅
窓
美
人
図
と
女
文
人
図

の
流
行
―
」『
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
』
十
三
号
、
一
九
九
八
年

伊
井
春
樹
「
絵
物
語
は
姫
君
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
」『
国
文
学
』
四
五
巻
十
四
号
、

二
〇
〇
〇
年

伏
谷
優
子
「
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
派
に
お
け
る
大
和
絵
様
式
の
継
承
に
つ
い
て
―
清
原
雪
信
の
作

品
と
そ
の
画
風
を
中
心
に
―
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
十
七
冊
別
冊
、
二
〇
〇
〇
年

簫
燕
婉
「
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
『
隋
園
女
弟
子
詩
選
選
』
に
つ
い
て
」『
中
国
文
学
論
集
』
三
一
号
、

二
〇
〇
二
年

仲
町
啓
子
「
紫
式
部
図　

カ
ラ
ー
図
版
解
説
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
創
刊
号
、

二
〇
〇
四
年

濱
住
真
有
「
漁
楽
図　

カ
ラ
ー
図
版
解
説
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
二
号
、

二
〇
〇
五
年

岩
佐
伸
一
「
十
河
節
堂
『
展
覧
録
』
に
つ
い
て
（
一
）」『
大
阪
歴
史
博
物
館
紀
要
』
五
号
、

二
〇
〇
六
年

仲
町
啓
子
「
武
内
小
鸞　

唐
美
人
図
」
解
説
『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
三
号
、

二
〇
〇
六
年

ゲ
イ
・
ロ
ー
リ
ー
「
慶
福
院
花
屋
玉
栄
小
考
」『
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
七
二
号
、
二
〇
〇
六
年

児
島
薫
「
文
展
開
設
の
前
後
に
お
け
る
『
美
人
』
の
表
現
の
変
容
に
つ
い
て
」『
近
代
画
説
』
一
六
号
、

二
〇
〇
七
年

小
川
知
子
「
女
性
画
家
と
大
阪
―
文
人
画
か
ら
美
人
画
ま
で
、
女
性
た
ち
は
大
阪
画
壇
を
蘇
ら
せ
る

か
？
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
』
一
七
号
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
〇
八
年

北
川
久
「
『
大
大
阪
の
時
代
』
ま
で
の
大
阪
の
日
本
画
界
―
大
坂
画
壇
、
否
、
摂
派
は
継
承
さ
れ
た

か
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
』
一
七
号
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
〇
八
年

仲
町
啓
子
「
林
珮
芳  

山
水
図
巻  

解
説
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
五
号
、二
〇
〇
八
年

朝
日
美
砂
子
「
織
田
瑟
々
筆　

有
明
櫻
図
」『
國
華
』
一
三
六
八
号
、
二
〇
〇
九
年

仲
町
啓
子
「
亀
井
小
琹
『
墨
竹
図
』」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
七
号
、
二
〇
一
〇
年

佐
藤
美
子
「
武
内
小
鸞
『
海
棠
孔
雀
図
』
に
つ
い
て
」
『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』

九
号
、
二
〇
一
一
年

富
久
和
代
「
徳
島
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
―
野
口
小
蘋
の
業
績
と
作
品
」『
書
道
文
化
』
七
号
、二
〇
一
一
年

太
田
佳
鈴
「
江
馬
細
香
筆
蘭
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

太
田
佳
鈴
「
江
馬
細
香
の
初
期
と
前
期
に
お
け
る
画
風
展
開
―
「
蘭
図
」
を
中
心
に
、
落
款
と
印
章

の
検
討
を
含
め
て
―
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
九
号
、
二
〇
一
二
年

大
平
有
希
野
「
清
原
雪
信
筆
菊
慈
童
図
」
『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

木
下
は
る
か
「
将
軍
家
『
奥
』
に
お
け
る
絵
画
稽
古
と
御
筆
画
の
贈
答
」『
歴
史
評
論
』
七
四
七
号
、二
〇
一
二
年

河
野
元
昭
「
谷
文
晁
筆
江
村
晩
晴
図　

谷
幹
々
雪
景
楊
柳
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

小
林
忠
「
池
玉
瀾
筆
風
竹
図
扇
面
」
『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

仲
町
啓
子
「
描
い
た
女
性
た
ち

−

平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
を
中
心
に

−

」『
國
華
』一
三
九
七
号
、二
〇
一
二
年

仲
町
啓
子
「
林
珮
芳
筆
山
水
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

三
戸
信
惠
「
梁
川
紅
蘭
筆
秋
卉
舞
蝶
図
」『
國
華
』
一
三
九
七
号
、
二
〇
一
二
年

仲
町
啓
子
「
収
蔵
作
品
紹
介　

河
辺
青
蘭
特
集　

三
、
竹
・
菊
図
」『
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料

館
館
報
』
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
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No.
作
者
名

作
品
名

制
作
年

形
質
・
員
数

法
量
（
縦
×
横
／
ｃ
ｍ
）

所
蔵

華
麗
な
る
江
戸
の
女
性
画
家
た
ち　
　
　

企
画
展
示
室
一
・
二

１
林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼

白
衣
観
音
図

一
七
世
紀
後
半
ー
一
八
世
紀
前
半

絹
本
墨
画
・一
幅

一
二
六
・
一
×
六
八
・
三

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

２
伝
林
丘
寺
門
跡
照
山
元
瑤
尼

関
帝
図

一
七
世
紀
後
半
ー
一
八
世
紀
前
半

絹
本
着
色
・一
幅

一
一
一
・
三
×
五
四
・
四

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

３
武
内
小
鸞

唐
美
人
図

一
九
世
紀
前
半

絹
本
着
色
・一
幅

九
六
・
六
×
三
五
・
四

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

４
平
田
玉
蘊

美
人
図

一
九
世
紀
前
半

絹
本
着
色
・一
幅

九
八
・
一
×
三
〇
・
四

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

５
溶
姫

旭
日
寿
老
図

一
九
世
紀
前
半

絹
本
着
色
・一
幅

九
三
・
六
×
三
四
・
八

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

６
清
原
雪
信

菊
慈
童
図

一
七
世
紀
後
半

絹
本
着
色
・一
幅

九
六
・
〇
×
三
六
・
一

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

７
清
原
雪
信

紫
式
部
図

一
七
世
紀
後
半

絹
本
着
色
・一
幅

三
三
・
七
×
五
四
・
五

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

８
香
川
氷
仙

唐
美
人
図

一
八
世
紀
後
半
ー
一
九
世
紀
前
半

絹
本
墨
画
・一
幅

一
八
・
六
×
一
七
・
四

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

９
清
原
雪
信

四
季
花
鳥
図
屏
風

一
七
世
紀
後
半

紙
本
金
地
着
色
・

六
曲
一
双

各
九
九
・
六
×
二
六
七
・
六

10
清
原
春
信

花
鳥
図
屏
風

一
七
世
紀
後
半
ー
一
八
世
紀
前
半

紙
本
着
色
・
六
曲
一
隻

一
二
七
・
八
×
二
八
九
・
二
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

11
織
田
瑟
々

須
磨
桜
真
図

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
冬

絹
本
着
色
・一
幅

八
三
・
四
×
三
二
・
九

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

12
徳
山
（
池
）
玉
瀾

雪
裏
紅
梅
図

一
八
世
紀
後
半

紙
本
着
色
・一
幅

一
二
六
・
六
×
六
二
・
五

13
百
合 

徳
山
（
池
）
玉
瀾

和
歌
扇
面

風
竹
図
扇
面

一
八
世
紀
後
半

紙
本
墨
書
／
墨
画
・

一
幅
（
合
装
二
段
貼
）

各
一
八
・
二
×

　

五
〇
・
四
／
二
一
・
〇

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

14
徳
山
（
池
）
玉
瀾

漁
楽
図

一
八
世
紀
後
半

紙
本
墨
画
淡
彩
・一
幅

二
〇
・
二
×
二
〇
・
一

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

15
奥
田
（
大
島
）
来
禽

山
水
図

一
八
世
紀
後
半

紙
本
着
色
・一
幅

二
八
・
四
×
四
五
・
一

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

16
亀
井
少
琹

墨
竹
図

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月

紙
本
墨
画
・一
幅

一
二
八
・
六
×
二
八
・
八

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

17
張
（
梁
川
）
紅
蘭

秋
卉
舞
蝶
図

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四
月

絹
本
着
色
・一
幅

一
二
四
・
一
×
二
六
・
四

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

18
江
馬
細
香

養
老
瀑
布
図

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
冬

絹
本
墨
画
・一
幅

一
四
一
・
八
×
五
五
・
七

岐
阜
県
博
物
館

19
江
馬
細
香

雪
中
生
筍
図

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
冬

絹
本
墨
画
・一
幅

一
二
七
・
一
×
三
六
・
六

岐
阜
県
博
物
館

20
江
馬
細
香

四
君
子
巻

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月

紙
本
墨
画
淡
彩
・
一
巻
二
九
・
二
×
九
四
七
・
二

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

21
林
珮
芳

山
水
図
巻

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
七
月

紙
本
着
色
・
一
巻

二
六
・
六
×
二
九
三
・
五

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

22
谷
文
晁

林
（
谷
）
幹
々

江
村
晩
晴
図

雪
景
楊
柳
図

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
一
二
月

一
八
世
紀
後
半

絹
本
墨
画
淡
彩
・一
幅

（
合
装
二
段
貼
）

一
六
・
五
×
一
八
・
〇

一
七
・
七
×
一
八
・
〇

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

23
谷
舜
英

山
水
図

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
秋
以
前

絹
本
着
色
・一
幅

一
一
六
・
二
×
三
三
・
〇

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

24
河
邊
青
蘭

竹
・
菊
図

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月

紙
本
墨
画
・
双
幅

各
五
七
・
二
×
一
六
・
二

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

作
品
リ
ス
ト

特
集
展
示　

学
祖
・
下
田
歌
子
と
女
性
画
家　
　
　

下
田
歌
子
記
念
室

25
江
馬
細
香

蘭
図

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
五
月

紙
本
墨
画
・
二
曲
一
隻

各
二
九
・
〇
×
六
四
・
八

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

26
張
（
梁
川
）
紅
蘭

墨
竹
図
（
「
翠
静
帖
」
よ
り
）
一
九
世
紀
中
頃

絹
本
墨
画
・

三
帖
よ
り
一
図

一
八
・
〇
×
一
七
・
〇

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

27
野
口
小
蘋

海
棠
小
禽
図

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月

絹
本
着
色
・
一
幅

一
四
三
・
三
×
七
〇
・
八

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

28
野
口
小
蘋

松
下
孤
亭
図

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月

絹
本
着
色
・
一
幅

二
〇
・
二
×
一
五
・
〇

29
跡
見
花
蹊

有
卦
の
七
種

一
九
世
紀
中
頃

紙
本
着
色
・
一
幅

六
四
・
六
×
二
〇
・
〇

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

30
跡
見
花
蹊

山
水
図

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
秋

絹
本
墨
画
・
一
幅

二
三
・
六
×
三
一
・
〇

実
践
女
子
大
学

31
跡
見
玉
枝

桜
花
飛
燕
図

一
九
世
紀
後
半
ー
二
〇
世
紀
前
半

絹
本
着
色
・
一
幅

一
一
五
・
五
×
四
二
・
三

実
践
女
子
大
学

32
甲
斐
虎
山

甲
斐
和
里
子

豆
画
帖

昭
和
八
年
ー
昭
和
二
八
年　

（
一
九
三
三
ー
五
三
）

紙
本
着
色
・

四
帖
よ
り
四
図

各
八
・
三
×
一
一
・
四

実
践
女
子
大
学
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［
展
覧
会
］

企
画
・
構
成

仲
町
啓
子
（
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
館
長
・
実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
教
授
）

山
盛
弥
生
（
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
研
究
員
）

太
田
佳
鈴
（
元
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
学
芸
員
、
現
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
）

［
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
版
図
録
］

編
集
・
発
行

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館

制
作
・
印
刷

日
野
台
印
刷
株
式
会
社

発
行
年
月
日

二
〇
一
七
年
三
月
三
日

Ⓒ2017 Jissen W
om

en's E
ducational Institute K

osetsu M
em

orial M
useum

実
践
女
子
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
特
別
展

華
麗
な
る
江
戸
の
女
性
画
家
た
ち




